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大正期に入ってからの常磐地方における飯場制度の実態をよく示している資料に、一一一上徳三郎『炭坑夫の生活』
（大正九年八月刊）がある。本書は、著者によれば、大正七年七月に「常磐地方の某炭砿に於て一年有余の間、
（２） 
炭坑夫生活をした丁生の、断片的な日記やら随筆やらをあつめたもの」（はしがき）である。この「丁生」が誰れ
であるかを示す記述はないが、わたくしは筆者自身であると判断している。
本書の内容は、きわめて意識なルポルタージュであり、あらかじめ調査目的をもって炭砿に潜入した者によって
本稿は、前稿「常磐地方における飯場制度の成立過轡〕の続きをなすものであり、前稿が明治中期から末期の飯
場制度を論じたのに対し、大正中期の飯場制度を論じるとこになる。但し、前稿では、成立期の飯場制度の構造が
資料不足のために十分に解明されえなかったが、本稿では、やや立入った分析が行われ、常磐地方に典型的に承ら
れた石炭業における飯場制度の櫛造が一応明らかにされることになるだろう。
前稿からの分析方法によれば、本来、本稿においても、大正期の常磐地方における石炭業の概要、とくに採炭様
式と労働市場の部面の分析をふまえて、飯場制度の構造が分析されるべきであるが、その点は、飯場制度の崩壊過
程を分析する次稲にゆずる。ここでは、一応それらの点を簡単に指摘し又は前提しながら、もっぱら、大正中期の、
いわば常磐地方に典型的にみられたと思われる飯場制度の構造についての象分析するにとどめたい。こうした分析
の方法は、論文櫛成上の便宜のためで他意はなく、従って続稿との関連で本稲を読まれることを希望する。
の方法は、一一
は
じ
め
に
183常盤地方における飯場制度の展開過程 しか書けないものである。たとえば坑夫の家計調査などを詮よ・しかも内容は、石炭業及び社会科学についての一
定の知識に基づいて書かれており、たまたま見付けた誰彼の日記の類に基づいて書かれたしのではない。因糸に箸
（３） 
者の三上徳三郎は、早稲田大学政経学部の出身で、「日本興業銀行調査部」に籍をおいて、大正七年に『本邦鉱業
（４） 
と金融』の共著があり、石炭業に通じている。この著者の彼が、右の書の出版後に常磐に潜入し、観察し、聴取を
し、メモをとって本書を執筆したものと思われる。
著者のルポ視点は、客観的かつ冷静であり、資料は、収集に時間と手間をかけており、きわめて信愚性があるよ
（５） 
うに思われる。彼の思想的立場は、リベラルで、かなり改良主義的であるが、あたかも勃興しつつあった大正デモ
クラシーの風潮にそぐわしく、大正六年のロシア革命の勃発を背景にかしましくなってくる労働問題の根源を筆者
自身炭砿に入って自分の頭と目で砿めようとするものである。こうした著者の立場こそ、客観的なルポを書くこと
（６） 
を
可
能
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三上の著書の調査対象となっている炭砿は「某炭砿」となっており、著書の中でも何処の炭砿とも銘記していな
い。しかしわたくしは、次の点で福島炭砿であると確信している。第一に、著者による「某炭砿」の配置について
、
、
、
、
の記述が丁度福島炭砿に相当しているからである。すなわち、著者によれば、上野から各駅停車の列車に午後二時
（７） 
に乗って「夜の九時頃平駅」に着く。ということはこの某炭砿が、平の手前にある湯本、綴の各駅に下車して行く
（８） 
磐城、入山、好間の諸炭砿ではないということを意味する。平に一泊して朝「平駅から半時間程」で着き、大正七、
八年頃、一一○○○人近くの鉱夫を抱えていたのは、磐越東線の小川郷駅を下車してしばらく歩いて着く、福島炭砿
磐城、入山、停
八年頃、二○（
以外にはない。
そのほか著書中に記されている某炭砿の経営上の特徴は、ほぼ福島炭砿と一致している。例えば某炭砿は、福島
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（９） 
（、）
炭砿と同様に設立が新しい。更に『日本炭砿行脚』では労働条件が比較的良いと指摘されているが、『炭坑夫の生
（皿）
活』でｊｂこの点が確認されている。また飯場頭による鉱夫の募集に対して炭砿は一切費用を支払っていない、と
（⑫） 
『炭坑夫の生活」では指摘されているが、さきの二つの著書でｊもその点が確認されている等々。
（Ⅲ） 
本稿は、これまで日本の労働問題研究者によって必ずしｊも注目されなかった本書を分析することによって、大正
中期の常磐地方における飯場制度の構造とその下での労資関係を解明することにしたい。
（Ｍ） 
更に福島炭砿の飯場制度の分析を補足するために、士ロ田英雄の『日稼哀話』にある古河好間炭砿における飯場制
度
の
記
述
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も
分
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る
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た
い
。
（１）『経済志林』第四二巻四号掲赦。
（２）三上『炭坑夫の生活』（工学認院）、二’三頁（以下『生活』と略す）。
（３）上野景明、三上徳三郎共著『本邦鉱業と金融』（丸善）、一頁参照。因象に上野は早大教授で、講義ノートの出版である。
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「生活』、二頁。
同上書。
この点は『日本炭砿行脚」では、六三頁、『生活』では、二六頁。
本番は、常磐炭砿の研究者の中では知られているが、一般の炭砿研究者の中では無視されている。例えば労作間宏「日
「生活』、一言
同上、四頁。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
「日本炭砿行脚」、
『生活」、二六頁。
「生活』における指摘は、二六頁。
六三頁。
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常磐地方における石炭業は、すでに指摘したように、明治二一○年を画期とし、その後著しい発展を象、大正期に
入っても宇余曲折を経つつも大正九年の戦後恐慌に至るまで発展しつづけた。大正期の常磐石炭業は、大正九年を
画期として二つに分けられる。大正九年前の特徴は、第一次大戦期を中心とする好況期であり、出炭の急墹と労働
市場の活況がみられ、貸金上昇とその過程での飯場制度の弛緩であった。大正九年後の特徴は、不況期であり、出
炭の急減と労働市場の停滞、首切と失業と労働争議の激化、その過程での飯場制度の解体であった。こうした過程
は、次稿で詳しく分析することにして、ここではまず大正期の福島炭砿の概要をゑておこう。
福島炭砿は、常磐炭田の北部にあり、すでに明治初期から採炭されていたが、本格的な採炭は行われず、滋賀県
人数江一一一左衛門の鉱区を大正五年に一部買収した山下汽船の山下亀一一一郎によって起業された新しい炭砿である。山
（１） 
下は大正五年十二月に福島炭砿株式会社を設立し、翌年三月に着炭し、以後特異な経営を展開している。
川下はすでに北海道で大正五年頃より、奔別、歌志内、奈井江などの炭砿経営を経験しているが、今度は常磐に
(1) 第一節大正中期の福島炭砿における飯場制度の臓造
本労務管理史』など。一般にこの著書が資料的に無視されているのは、某炭砿がどの炭砿であるか明らかにされていない
ためであろう。『福島県史』狙巻の中での常磐炭砿史の分析を行っている呑川泰司氏は、本書を資料にして飯場制度や労
資関係を分析しているが「某炭砿」が、どこの炭砿であるかの解明を避けている。争議に関する記述を別にすれば（この
点は多分に疑義が感じられる）、本書はほぼ福島炭砿の記述であることは間違いないと確言できる。
、）吉田英雄「日稼哀話」（昭和四年刊）。
） 福島炭砿における飯場制度の概要
福島炭砿の概要
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設立ましない福島炭砿を訪れた清宮一郎は、『日本炭砿行脚』のなかで次のように述べている。「福島炭砿は昨年
（大正六年）の二月事業に着手して昨年中には四万五六千噸の石炭を出した。最初桜羽所長の計画では、現在の鉱
区で最大限度として一箇年十五万噸の石炭を採掘する計画だった、所が山下社長は其の倍額の三十万噸を採掘せよ
と云う。何でも山下社長の考えは資本金二百万圓の中鉱区代共に百五六十万回を使って、一箇年に一一一十万噸の石炭
（４） 
を採掘して、一遍に資本を回収し、尚百万回も儲けようと一云う偉大な計画だった」。確かに炭価の高い好景気中に
大盈に出炭して儲けようというのは成金山下らしい烟眠にはちがいなかった。こうした大胆な経営方針は、労務対
策にも現れて来るが、この点は、以下の分析のなかで問題にしたい。
本炭砿の石炭は「不結性ノⅦ瀝青炭一一シテ之ヲ九州北海道一一比シ釉々粗悪ナレトモ燃焼容易ニシテ相当火カヲ有
シ、且シ幸上地ノ利ヲ占ムルヲ以テ用途極メテ広ク鉄道省、軍隊、製絲場、浴場、其他ノエ場用並一一家庭用トシテ
（５） 
歓迎セラル」という、常盤の大手炭砿と同じ炭質であった。
「開坑〈全部斜坑ニ依り岩石ヲ掘進シ着炭後〈沿層一一テ一一一十間毎一一片磐ヲ取ル、採炭方法〈柱房式ニシテ房ノ巾
（６） 
三間トス」。この点も常磐大手の採炭様式と変わらない。
因承に福島炭砿の出炭高の推移を承ると、第一表の通りである。山下の思惑通りにはならなかったとしても、大
、
、
正七年には一一○万トン、同八年には一一五万トンと計画に近い出炭をみているのが注目される。大正九年の不況下で
もそれほど大きな減産を糸ないでいるが、昭和に入ってからは石炭業の慢性的不況の状況のなかで減産傾向を示し
目をつけたわけである。鉱区は二百五十万坪で、大正十一年一一一月には、川崎八右衛門の隣接鉱区を若干買収し二六
（２） 
（３） 
四万坪としている。当初の経営には桜羽蒸鉱業所長があたったが、「戦争成金」として名をはせた山下の炭砿経徹
は
性
目
し
て
よ
い
。
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第１表福島炭砿の出炭高と鉱夫数次に同炭砿における鉱夫数を承ると、詳しくは明らかではないが、起業後一年の大正七年頃には、清宮によれば、
（７） 
（８） 
一二○○人、同年、七１．八年頃は、川上によれば約二○○○人である。しかし大正一五年には、官庁統計によると
（９） 
（皿）
（、）
六五八人に減少し、昭和六年には三八七人、昭和一○年には二七一人となっている。
出炭
（トン）
鉱夫数
（人）
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７ 
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47.802 木下悦二『日本の石炭業」、一一一六頁。
「日本炭砿行脚』、六一’二頁。
前掲『本邦重要鎖山要覧」、六七二’三頁。
同上、六七三頁。
『日本炭砿行脚』、
同上。六七二頁。
「本邦重要鏑山要覧一（大正一五年版）、六七二頁。
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ている。こうした傾向は石炭業の一般的な
繊趨勢であったが、常磐地方における飯場制
幼度の展開、解体は、まさにそうした好況、
蜘瞬不況の景気変動のなかで進行した。この点
醐轌は次稿で分析するのでここではふれないが、
》》川』峅舵螂岬岼酵Ｌ託鴫魂趣辨聿腱率挿駅
膵鉱の経営の絶頂の時であったことは銘記して
注
おきたい。
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Ｊ
 
ロ福島炭砿の飯場制度の概要
く
川上は「炭坑夫の生活』のなかで「飯場というと．一人の親分に所属しておる坑夫の組という意味と又別に坑夫
（１） 
〈向宿所という意味とある」と指摘しているが、われわれが問題にしているのは前者であり制度としての飯場であり、
単なる坑夫合宿所の俗称としての飯場ではない。
川上によれば福島炭砿における飯場制度は、福島炭砿株式会社の設立とともに、鉱夫の大量の雇用の形態として
導入された。すなわち、新炭砿の設立に際して必要とする熟練鉱夫を先頭とする大量の鉱夫、更にそれを指揮する
一連の経験ある指導的鉱夫は、他峻山からの飯場頭の引ぬき、また他炭砿の飯場頭の子分の飯場頭への昇格を通じ
て渡御されたのである。しかも炭砿経営の経験に乏しい継営当局は、飯場頭を先頭とするラインに炭砿経営の一部
を依存せねばならなかった。
そうして導入された飯場制度は、資本が本来直接行うべき鉱夫の募集、労働の指揮、鉱夫の生活管理を飯場頭に
一定の手数料を与えて代行させる制度である。
これらの機能を資本に代って飯場頭がどの程度強力に行うかによって飯場制度の強固さが示されるわけであるが、
大正中期の福島炭坑における飯場制度は、明治中期に常磐地力に成立、普及した頃の他炭砿の飯場制度と較べれば、
かなり弱体化しているのではないかと思われる。特に大正七年六月に制度改革が行われた後には、弱体化が目立つ
／■、「~、「￣、「白、1１１０９８ 
Ｌノﾐｰﾉ～'、-ノ
『生活』、一二九頁。
『本邦重要銃山要覧」、（大正十五年版）六七四頁。
『福島県史」狙巻、四○三頁。
『常磐炭砿概要』（昭和十一年版）
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まず飯場制度の機能の一つである資本に代っての飯場頭による鉱夫募集の方法を分析し、そこでいかなる雇用関
係が現出しているかを染て梁よう。福島炭砿のように新規に設立された企業にとって、飯場制度の下での鉱夫の募
集という問題は二軍の意味をもつ。第一に、企業の新設に伴う新規鉱夫の大量雇用という問題であり、第二に起業
後の追加労働力の募集という問題である。
まず第一の問題からみて承よう。すでに前稿で指摘したように、後発炭砿地帯である常磐地方では新設企業にと
って飯場制度は、鉱夫の大量雇用の便宜的な方法であった。大正期の福島炭砿の設立においても、大量の鉱夫Ｑ雇
用のために飯場制度が導入されたのである。
ている⑪その改革とは、生活必要品を飯場頭の経営する店で鉱夫に掛売りする仕送制度の廃止であり、貸金を納屋
頭を通じて払う一」とをやめて会社が直接払うようになったことである。改革の理由は以下の分析で詳しく述べるが
まず、常磐地方労働市場の確立により、労働力の確保が容易化したことがあげられる。
尚、福島炭砿における飯場制度は、特に改革前には、九州における典型期の納屋制度と形態も内容もほぼ同一で
あり、飯場制度は本質的に納屋制度とシノムーーであることを示している。このような福島炭砿における飯場制度は、
大正中期の常磐地方の飯場制度の代表的形態の一つであったろうと思われる。もう一つの代表的形態は、すでに指
摘したような金属鉱山の飯場制度の影響の強い古河好間炭砿の飯場制度であるが、これとても、本質的には納屋制
度と同一であることがわかる。
では次に福島炭砿における飯場制度の柵造を川上の『炭坑夫の生活』をもとに分析して糸よう⑪
（１）『生活』、一九頁。
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あ
ら
や
ま
はんば
一二上はこの点を次のように述べている。「新鉱山でなるべく早くまとまった坑夫を集めようとすれば、飯場をつ
り
●
・
わ
た
り
くるのが便宜である。或る鉱山の飯場頭に渡をつげて、其の飯場の坑夫全部をそっくり引取るか、そう士孚でゆかず
き
（１） 
とｊも、子分の気の利いた者を新たに飯場頭として認めて、それに坑夫の一部をつけて賀へる」。三上は自分のいた
（２） 
炭砿でｊも鉱夫は「初めは皆こうして他砿から飯場頭といっしょに移ったのである」と指摘している。
明治期における磐城炭砿や入山採炭の新設に際して九州や東北から納屋制度や飯場制度が移入されたのと迷って、
第一次大戦の戦争ブームのなかで族生した福島炭砿をはじめとする多くの諸炭砿は、常磐地方の労働市場の形成、
確立を背景にして、常磐地域内での飯場頭の引技やその配下の飯場頭の昇格によって飯場制度を導入したのである。
事実、わたくしの調査によれば、大正六年から昭和二年まで福島炭砿で飯場頭をしていた平木能吉氏（明治一一一一（３） 
年生）は、当初「磐城炭砿の小野田で採炭夫をやっていたが、福島炭砿の設立の際に引抜かれて飯場頭になった」
ということである。また福島炭砿で働いていた鈴木文吾氏（明治一一一二年生）によれば、平木氏が磐城から福島に来
（４） 
たことを証一一一一口すると同時に、「好間炭砿の飯場頭志賀某ｊも福島炭砿に来た」と語っている。
（戸⑪）
大正八年に至ると｛での石炭ブームのなかで一一一上がいうように「何処の炭砿でｊＤ坑夫の不足には頗る困難」を感じ
ていた状況にあって、大量の鉱夫を一挙に集めることは容易ではなかったが、明治末年から著しい労働力の集積が
行われて、地域的な労働市場が形成されてきたなかでも、川上の指摘する如く飯場制度の導入は「労せずして坑夫
（６） 
を集め得る」有力な方法だったのである。
かくして、経営や労務管理の経験に乏しい新設の炭砿資本は、飯場頭を頂点とする採炭部門の指揮、管理能力を
もつ人材と採炭、支柱、掘進運搬等の部面の中核的な働き手となる各種の熟練鉱夫を確保することができたのであ
る。この点が、大正期に常磐地方に飯場制度が成立する理由にほかならない。
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第二に、炭砿創立と飯場制度導入後の追加労働力の募集方法の問題である。この点について福島炭砿では、二つ
の特徴が指摘できる。一つは、福島炭砿では、後にみるように、比較的賃金、労働条件がよく、鉱夫が他所から自
発的に流入し、流出する場合が少なかったことがあげられる。
この点を川上は、「此処は新炭砿で坑内が楽なのと、納屋が新しいから住心地がよいのと、賃金が幾分高いため
（７） 
でもあろう。他鉱のように募集澱を出さんでも、割くロに坑夫が集まるようだ」と指摘している。当時の福島炭砿の
飯場頭も、わたくしの聴取に答えて、「貸金はいい方であった」から「坑夫も足りないほどではなく、けつこう集
（８） 
まった」、「だから福島炭砿では募集をやらなかった」、「渡り坑夫は腰が軽いが、動かない人の方が多かった」と述
（９） 
べている。また『日本炭砿行脚』の著者清宮一郎は、「人とは変った仕調をやる」という山下式経営法をあげたう
え、それをうけた桜羽所長の言葉として次のように記している。福島炭砿では、「坑夫の募集などでもなるべく着
実な者を選ぶべく、附近の炭砿よりも一人平均三十銭宛余計に給与する。其の代り坑夫募集変は一文も澱さなかつ
更に追加労働力の確保のための方法として、友子制度の存在を挙げなければならない。当時福島炭砿には、三上
（ｕ） 
によれば友子の会員は「三○○人程」おり、全鉱夫の一五＄近くであった。友子の会員は、互に情報を交換しあい、
労働条件の良い炭砿には仲間を呼びあったようである。古老の橋本という常磐の元鉱夫は、よその鉱川から「友子
（吃）
の仲間をたよって来た」と述べている。
以
上
に
よ
っ
て
、
福
島
炭
砿
で
は
、
追
加
労
働
力
の
た
め
の
鉱
夫
募
集
が
、
そ
れ
ほ
ど
重
大
な
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る。その限りで、飯場制度下の鉱夫募集は、明治期の納屋制度や飯場制度に承られるような誘拐的な手段に訴える
面
が
著
し
く
稀
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
小
態
は
、
常
磐
地
方
に
地
域
的
な
労
働
市
場
が
確
立
し
て
き
て
い
（皿）
た」と。
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ることを物語るのであって、この点の分析は次稿で詳しくおこなうが、労働力の地域内移動が生じ、労働条件を一
定程度引上げることによって、鉱夫の募集、確保が著しく容易化したことを意味する。特に福島炭砿のように特異
な経営法によって、とにかく良質の鉱夫を確保するために労働条件の引上げが行われる場合は、必ずしも労働力不
足に悩まなくなってきている、ということである。逆に象れば、低賃金と労働条件の引下げによって労働者の強力
な搾取を強行しようとすれば、労働力の離散、不足に悩まねばならず、それはまた強固な飯場制度の必要ともなる
次に）」の点をゑてゆきたい。福島炭砿における追加労働力の募集方法のもう一つの特徴は、飯場制度による独自
な仕方が弱いとはいえ、やはり飯場制度が存在している以上そこには独自な仕方がある、という点である。
すなわち、少ないとはいえ、飯場頭による鉱夫の募集は必要であったし、しばしば、衝金、労働条件の誇大な宣
伝、甘言による鉱夫募集の方法を伴っていたということである。この点について川上は、編島炭砿では労働条件が
良く鉱夫の定着率が高かったのでそれほど鉱夫不足に悩まされなかったことを指摘した後に、「それでも飯場頭は
自己の計算で、相当に募集費をかげておるらしい。それが会社からは一文も出ないのだから、坑夫募集については
（脚）
他砿の飯場頭より多少不利だろうと思う」と指燗している。そして「丁生」が一雁入れられる際の様子を詳しく記し
平に一泊して××駅（小川郷駅）に着いた丁生ば、駅前の茶店でいつぷくしていると「今朝平の宿屋をいっしょ
つ
ら
ぷ
ま
え
に出た男で」、「後から四十格好の色の浅黒い頑丈な顔構への男が立寄っ」て、「つまられい月給取りなんかより坑
夫の方がいくらいいか知んねいよ。炭砿の役員だなんて大きな而してゐたって、厨が手当が入って四五十回のしん
なんぺい
だ
っ
ぺ
い
。
課
長
で
月
給
百
両
は
と
ん
め
い
。
／
俺
輔
は
こ
う
し
て
酒
を
飲
ん
で
遊
ん
で
て
も
、
彼
奴
等
の
何
倍
に
も
な
る
ん
だ
。
鋤
ている。
のである。
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く坑夫でｊい）よく稼ぐ奴は、｜合計期六七十回月百五十回位にＤもたつ．へいなあ。無経験の者で坑外雑夫か坑内の後山
（Ｍ） 
したって、一會計期三四十回は稼ぐつくい」。
け
い
ね
ね
「一會計一一一四十回、一ケ月一一會計期で六七十回は間遠の無いとこだ。それ和も毎日稼ぐんで無いだよ。月一一十片稜
め
ろ
う
ぐのは模範坑夫だ。一ケ月二十日足らず稼いで六七十回になるんだ。撰炭場の女郎共でｊも月一一一四十圓は稼ぐっく
い。／それで賄にやかからねいし、酒は安い。道具は貸して使わせる。夜具蒲団もそっくり貸す。小遣がいるなら
士でげい
と
こ
立替てやつぺい。どうだ。一つ俺ん処で稼いで見ねいか。一年⑰も辛抱してウソト貯めて、綺麗な鴫でｊ凸）ｊい）らへっ．へ
ここで語られている労働条件は、きわめて一面的で誇大であることは後に分析する通りであるが、炭砿に経験の
ない者は、こうした誘拐的な甘言に容易にひっかかって、炭砿に入ってゆくのである。
尚ここで注目しておくべきことは、ここでの飯場頭による鉱夫募集は前貸企の貸付を伴っていないことである。
自発的に炭砿に移入してくる坑夫には必ずしも前貸金が代与されるわけではないが、困窮者が募集人にひっかけら
れて応募する場合は、仕度金や旅費やその他の入用金のために前貸金が貸与され、それが炭砿で佼務となって、飯
場制度による鉱夫の拘禁性の根拠となる。三上は、他の某炭砿で働いていたことのある山田茶の話として、「ロロ
き
き
（脳）
炭砿も直轄だが、募集には一先五回の前金と旅費を坑夫に貸して誓約から三日間は空証明で仕送りをしてやる」（こ
こで仕送りとは、炭砿による米、日用品などの掛売のこと）と記している。こうした事は、福島炭砿でも必要に応
じて行われていたと染てよいだろう。
さて次に募集の後の問題として労働契約の部面の問題、雇用形態上の問題に移ろう。
「丁生」は、募集人のさそいに応じて、炭砿に連れて来られ、雇用契約を取交すわけであるが、この点も少し具
い届
￣、-グ
｡ 
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係長から了承をとった係員は、丁生の名を呼び、丁生は窓口にゆき、そこで係員から「原籍、氏名、生年月日、
家族関係、学歴、兵役関係、経歴等から、疾病の有無、犯罪の有無など細大波さず質問を受け」、それを係員が一
兎
ぐ
ら
念筆記し、「丁生の出した戸籍謄本と見較べ」、一枚の受診票を窓から出して「病院へ行って健康診断を受けて来
（四）
い」といいつけられる。その間係員は、「川村組は仲☆いい若い者を寄せるなあ、金は残って仕様あんめい。なあ
（釦）
川村！」といったりしている。ここで丁生は、募集人が川村飯場の飯場頭であることを知り、我念は、飯場頭が、
身分的にも、経営上の位置からいっても警務係の係員より地質の低いことを知る。
うなづ
ば
ん
こ
近くの炭砿病院で診察を受けて戻ると、「例の係員は披いて点頭きながら、「印章を持ってるげえ』と云」い、
印を出すと「収入印紙を貼った一枚の証文へそれを捺押して返し」、。××。之でお前は立派に坑夫になったんだ。
へい
川村組の飯場へ入るんだ。一坑で後山を稼げ。坑夫になるにばかうして身元を調べて、健康診断をして、それに飯
めい
せ
い
場頭が身元引受に立ってくんねいと、使役のお許しが出来ねいんだ。川村はお前の引受けに立ったんだから一切は
め
い
と
う
ざ
ん
（皿）
川村の指図で稼ぐんだ。お前は之で坑夫になって、当礦で稼ぎますということを會社に燕目約したんだ』」という。
それから係員は誓約書を読糸あげたというが、その内容は次のようなものである。
体的に川上の述べているところを承よう。彼は、まず「室内には一四、五の机が無造作に置かれてある」「瞥務係
（Ⅳ） 
（肥）
の事務所」に連れてゆかれる。警務係とは他の鉱山では「人事係とか坑夫係」とか呼ばれているところであり、人
事問題を担当している部署である。
応募者は警務係に連れて来られて係員に照会され、係員は、係長に事情を報告し、係員の了承のもとに鉱夫の採
用が決定される。
「
誓
約
書
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大
正
七
年
七
月
×
日
本
人
×
×
□
ロ
ロ
保
証
人
川
村
鐡
之
助
（型）
×
×
炭
砿
株
式
倉
社
砿
業
所
長
松
山
磯
治
殿
」
この労働契約証によって明らかになることは、雇用関係が、直接鉱夫と資本家とによって取交されており、その
際飯場頭は「保証人」となっているにすぎない、ということである。しかも雇用関係の中での資本の「指揮命令」
七、御礦ノ御都合
右
哲
約
脅
佃
而
如
件
拙者儀今般御砿二於テ労役志願二付御使役被成下度御採用御許可相成候上〈御砿雇鮒労役規則其他諸規則〈勿
論左ノ条項ヲ堅ク遵守可致侯若シ違背候節〈御規定ノ御処分相成侯共柳力異議申間敷侯
一、御砿役員ノ指揮命令二従上誠愛二業務ヲ勉励可致侯
二、喧嘩口論賭博又〈風俗ヲ素ス等ノ行為ヲ致間敷侯
三、坑内二於テ喫烟ヲ為シ若ク〈安全燈ヲ開放又〈破損致間蚊〈勿論諸機械、諸器具類ヲ故意又〈怠慢ニ因り破
損スル等ノ行為ヲ致間敷候
四、發破施行二関シテハ御規則〈勿論几ヘテ御砿役員ノ命令ヲ遵守シ決シテ違背致間赦候
五、御砿坑夫共済會へ加入シ所定ノ會費〈異議無ク納入可致侯
六、御砿ヨリ直接供給ヲ受ケタル物品及ピ臓買倉ヨリ配給ヲ受ケタル物品ノ代金及ピ前項ノ會費其他御砿二納入
スベキ金員〈几ヘテ拙者稼貸金ヨリ御引去り御徴収可被成侯
七、御礦ノ御都合一一依り又〈拙者ヨリ願出御許可ノ上御解傭相成候節〈遅滞無ク御砿ヲ退去可致候
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次に以上の鉱夫募集および労働契約の仕力を通じて存在する雇用形態の本質的関係を分析しておきたい。
まず指摘すべき点は、福島炭砿における飯場制度の下での雇用関係は、本質的に盗本・賀労働関係の一側面にすぎ
ない、ということである。それは、第一に、労働契約の形式のなかに現われている。鉱夫は、直接資本と雇用契約
を結んでいる。この点で、大正期の飯場制度は、明治中葉の九州における納屋制度に於て、雇用契約が直接的には
、
、
、
、
、
、
納屋頭と鉱夫の間で結ばれて形式的には資本と鉱夫の雇用関係が間接的になっている場合と形態的に異なる。しか
し九州の納屋制度の場合でさえ、一雇用契約の形式が資本と労働者にとって間接的であっても資本と鉱夫の関係は本
（郡）
質的に賃労働関係であって、それ以外ではない。これに対して福島炭砿の飯場制度の下での雇用契約は、労働契約
が確認されていることである。
（鋤）
さて「丁生」は、係員から「賃金を賀ふにも、証明を賀ふにも、いろいろの願届を出すのに」必要な「印鑑簿」
と先の自分の印章を受けとり、川村飯場にいわゆる入籍し、第一坑の後山として働くことになる。
以上が丁生を聯例とした福烏炭砿における雇用契約の仕方である。因みに三上徳三郎は、こうした労働契約のあり
方に驚き、「民法第六百二十一一一条雇傭〈当事者ノ一方ガ相手方二対シテ労役一一服スルコトヲ約シ相手方ガ之二其報酬
へ型）
ヲ与プルコトヲ約スルニ因リテ其効カヲ生ス」を引用し、「丁生が警務係の事務所で、係員に誓約書へ調印しても
らって、係員が窓口で朗読するのを、室外のタタキ廊下に立聞きしておって、果して之が法律上有効な雇傭契約の
成立と云ひ得だろうか」と労働契約のあり方に疑問を投げかけ、「法律上では、雇主と労働者が平等の地位に立っ
て、自由意思に依って契約を締結すると云ったところで、実際経済上両者の地位が不平等なのだから、労働者は雇
（躯）
主の一言ふが雌に、内容も知らない誓約書へ調印してもらふのではなかろうか」と当時の雇用契約の内実を特徴づけ
ている。
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最後に、われわれは、以上の福島炭砿における雇用関係の総括的指標として、鉱夫の前職をゑておきたい。川上
によれば、「二千人のうち約半数は以前からの坑夫のやうだ。三割位は所謂百姓坑夫である。中には農繁期になる
と帰る者も少くない。しかし、百姓坑夫の多くは田畑を所有しておる者ではない。土地におって親や兄と共に小作
をしてゐたところで末が仕方がない。一つ何か仕事を見付けやうというやうなのを、募集人などが旨く引張り込む
以上三つの点からゑると、福島炭砿における飯場制度は、鉱夫募集又は雇用の機能の面で、その独自性が著しく
弱体化してきていることがわかる。しかし、これは労働条件の良い福島炭砿のような大炭砿の場合にいえるのであ
って、労働条件が悪く鉱夫が集めにくい小炭砿などでは、一」の面での飯場制度の機能が弱化してきているとは簡単
に
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
の
形
式
に
お
い
て
、
よ
り
直
接
的
に
資
本
・
賃
労
働
関
係
を
現
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
す
で
に
常
磐
に
お
い
て
は
明
治
末
年
に
一
般
に
現
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
前
稿
で
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
次に問題にしたいのは、鉱夫の採用権限が明らかに炭砿資本側にあるということである。鉱夫採肘の諾否が警務
係長によって決定されたことは、すでにみたとおりである。請負的な労働制度である飯場制度ではあるが、採炭請
（”） 
負を伴わない大炭砿の納屋制度や飯場制度のもとでは、ほぼ人事権は資本が掌握していたのである。確かに小炭砿
（配）
では、大正期に入っても飯場頭の経営に介入する権限は大きかったと思われるが、福島炭砿のような大炭砿では、
鉱夫雇用の際の飯場頭の権限は著しく弱化しているとふるべきだろう。逆に労働力不足が著しく、それだけ飯場頭
による鉱夫募集の意義が大きい場合は、それだけ飯場頭の人事権への関与が大きくなる、というべきだが。
第三に、経営者の労務対策の性格もあるが、労働市場の確立によって飯場頭による独自の鉱夫募集機能が著しく
低
下
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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（麹）
Ｊものと見える」。他の一一割はその他の出身ということになる。鉱夫の前職が約半数一工鉱夫であるという指標は、後
に詳しく分析するように、常磐地方に炭鉱夫の労働市場が確立されてきているということをよく示しており、労働
条件の引上によって、労働力の確保に努めるならば、飯場頭による鉱夫募集、雇入が必ずしも必要でなくなってき
ていることを如実に物語っているのである。
（１）『生活』、一八言
（２）同上、一八頁。
（３）この調査とは、
る。この調査は、
'白、〆、〆、グー、「=、グー、／へ′■、「へ’へ′へ
1４１３１２１１１０９８７６５４ 
、_'、.'Ｌノミーノ、.ノ、－'、-'ミーノミーノ、甲ノミーノ この調査とは、わたくしが昭和三五年七月に常磐でこの地方の炭砿で働いていた古老から行った聴取調査のことであ
る。この調査は、元来法政大学の学生の歴史学研究会による「常磐における米騒動」の調査の一環として行われたもので
あり、調査は当地の現いわき市議大村哲也氏の協力によって可能になったものである。従って、調査に応じられた元鉱夫
の方々、大村氏および法政の当時の歴研の学生諸氏にここで謝意を記すと同時に、調査結果をここに流用することの了解
を求めておきたい。以下調査結果は「聴取調査ノート」と略す。
「聴取調査ノート」。
同上、二六頁。
「聴取調査ノート」
「日本炭砿行脚』、六二頁。
『生活」、一八頁。
同上、一八頁。
一．生活』、二六頁。
同上、四’五頁。
「生活」、一七二頁。
「聴取調査ノート」。
六三頁。
一八頁。
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（羽）『生活」、一一一九－三○頁。
③
飯
場
制
度
の
も
と
で
の
労
働
体
系
鉱夫たちはすでに糸た雇入機構を通じて、炭砿で働くことになる。労働契約とともに、飯場頭の下に編入ざれ労
働にたずさわり、飯場経営の下で消費的生活を行う。ここでは、三上の記述によりながら、労働過程を分析し、飯
〆、〆、′へ′■、′~、〆、'－，「宮、ノー、／へ〆■、′■、グー、′~、
２８２７２６２５２４２３２２２１２０１９１８１７１６１５ 
ミーノミーノミーノ、.ﾉ、-ノミーノ、-ノミーノ、-ノ～ﾉ、､ノ、､ノミーノミーノ
頁参照。
）同上、一四頁。
）この点は拙稿「高島炭砿における納屋制度」の分析を参照。
）
け
だ
し
資
本
の
採
炭
計
画
に
要
員
の
変
動
が
従
属
す
る
の
は
当
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
）小炭砿においては、しばしば納屋頭や飯場頭の大きな権勢の存在が指摘されている。たとえば、隅谷三灘男『日本石炭
産業分析』、三一五頁。更に常磐の例では小炭砿の大谷炭砿における人事をめぐるトラブルをふると、この点が確認され
る。大正四年に成縦を好転させるために夕張炭砿から大音某を招いて所長に迎えたが、大昔は知り合いの富村某を飯場頭
として招いた。坑夫達はこれを心よしとしなかったので、監将の松下は簸役会議をへずに独断で窟村を解雇するが、腐村
は配下の坑夫を使って松下を襲わせている。資料は、庄司吉之助「常磐炭砿労働運動小史」、『商学論集」三七の二、七四
同同同同同
上上上上上
、、、、、
一一九八七
三二｜｜頁
頁頁一九．
０｡￣声■
同上、
同上、
同上、
同上、
同上、
七七
頁頁
０｡ 
八－九頁。
九
’
二
頁
。
一一一五
五四六頁
頁頁頁゜
｡０｡ 
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ひときき（５）
切羽に到達すると「坑夫は向口分等の仲間ｌ先山と後山の二三人又は四五人の一先で」採炭する。この組編成は労
働の格付け、熟練の評価を含承労務管理上の重要な問勉となる。丁生の場合は、。坑右二十一片の切羽」で「先
（６） 
山□□の掘った石炭を、朋輩の後山△△と女の後山××といっしょにタガラで炭車に背負ひ運んでおる」。一組は
（７） 
「掘った石炭を積んだ炭車の中へ、入坑の際受取った炭票を一函毎に一枚宛入れて」、「後は棹取に一任する」。
お
と
げ
ん
なお、掘進夫は「跡間法」といって、坑道および切羽の掘進距離によって、永｛た支柱夫は設置した「枠」の数に
坑
夫
は
「
入
坑
譜
き
入
れ
、
之
を
（４） 
おく」。掘進夫』
計画に従って、
二
、
採
炭
つるはし
鉱夫たちは、飯場でロロを覚まし急いで食事をとり、それから「鶴階と蕊を担いでカンテラを提げ」たり、「尻切
た
ん
び
よ
う
りの着物に前掛をして脚絆をつけ、タガラを背負っ」たり、「スコップ片手に炭票ガチャノく’させ」たりして、ま
（１） 
ず「坑口の警務係詰所」にゆき、そこで「係員に入坑証を渡して占州検を受け」「入坑する」。「入坑証」とは後に鉱
夫の稼高が記入されるカードである。籔務係は、「坑夫の持参した入坑証を受取って、何組、先山何某、後山何某
（２） 
☆切羽番号などを一念調べ」、坑夫を坑内に「繰込」むのである。
かしふだ（３）
坑夫は「入坑証」を返してｊもらい、あらためて「貸炭票」をｊもらう。「貸炭票」は、係によって「番号と枚数を
譜
き
入
れ
、
之
を
手
元
に
保
存
し
て
価
」
か
れ
、
「
別
に
番
号
だ
け
を
記
入
し
て
氏
名
を
除
い
た
出
炭
報
告
票
を
検
炭
係
へ
廻
付
し
て
（４） 
おく」。掘進夫や支柱夫は、採炭夫（後山光山を含む）と別な繰込承が行われるのはいう土生でｊいない。彼らは採掘
計
画
に
従
っ
て
、
坑
道
を
掘
り
切
羽
を
つ
く
っ
て
ゆ
く
。
場制度の下で労働体系がどのように組織され、そこで飯場制度が如何なる機能を果しているか、を検討しよう。
まず炭坑労働の工程を特徴づけておこう。
一
、
入
坑
鉱夫たちは、
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（８） 
よって、出来高が評価された。これらの労働は、どこの大炭砿でｊもみられるように、直接資本のラインすなわち採
（９） 
炭の技術者や役員の指揮の下に、坑内係を通じて配置され、坑内係の「現場圓只」によって「検収」され、記帳され
三
、
坑
内
運
搬
み
と
る
ほ
こ
ぐ
り
の
り
立
わ
し
ｇ
お
ど
り
（、）
「採炭夫の掘って稜んだ突車は、函繰や乗廻１１林取に依って坑外へ搬出される」。「炭車の上げ下げは総べて坑
内の捲揚機械に依ってなされるのだから」、函繰や繰車を行うこの坑内運搬夫の労働は、「日繩〕といわれる時間賃
（Ⅲ） 
金形態をとっている。しかし「炭車の配給がなければ掘っても仕方ない」ので、「採炭夫の工程の半は棹取に左右
た。
ま
る
か
ん
坑内から実車が引上げられると、「検炭係は、。…：突車を検視し」、「積載量を見ては満赦函とか八分函とか定め
（Ｍ） 
ぷ
ぴ
色
奴
た
（胴）
る」。つまり「西中の石炭に依って歩引をやる」わけで、「硬定が多ければ歩汕汕が多い」。かくして検炭係は「Ⅲ
（叩）
大な仕事」であり、「會社と坑夫の苦情は大抵検炭から初歩一るやうだ」といわれているほどである。
「坑外に運ばれた炭車を検炭した係員は、出炭報告票を作って之を警務係へ返送する。例えば何を切羽の何番は、
あ
ら
か
ん
ま
ろ
か
ん
慨
豊
何
鐵
鶯
九
枚
、
戻
炭
需
々
誓
二
警
臘
票
何
鐡
稀
号
七
種
猯
函
数
七
画
引
函
無
し
、
ｌ
剛
も
皆
瀧
函
‐
（〃）
ｌ歩引五分、正味函数六・六五函というように」。因みに「警務係は、誰某一先は何々番号の炭画不を持って行った
ということを知っていをるが」、「検炭係は炭車を受取り歩引をして出炭報告票を作るが、それは誰某の掘ったもの
（肥）
だかわからない」ようになっており、「坑夫と役員の共謀によって不正の行われるのを防〈、川懲」ができている。
こうして警務係では、坑夫の出炭出来高を記帳してゆく。
（川）
され」、彼らの盤
四
、
検
炭
彼らの炭比内での地位は高い。
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炭車は、坑内、坑外の蒸汽機関によって捲揚げられる。また一坑には一一一台、全坑で「十幾台の排水卿筒が絶えず
（⑲） 
（、）
（釦）
坑内水を吸み上げ」ている。また自家発電の装置もあったようだ。坑外運搬には「エンドレス」が装置されている。
（型）
こうした諸種の機械の運転は、いわゆる「皆こうした職工の努力に依」って行われていた。
〃Ｅ、。 六
、
選
炭
検炭された実車は、「選炭場桟橋」まで運ばれ、「実車が空車になって坑内に下げられ率》炭車からおろされた
石炭腱、選炭場で選淡されてゆく・震は「数十人の農婦’十二三の少女も五十三四の老婆もＩが面白可笑
還
た
（別）
しく炭砿節を唄っては塊炭と粉炭を斜鉄格子で筋ひ別けた中から、熊手やうのものを以て硬炭を掻き分け取り去」
るのである。選炭された石炭は、山元貯炭場に積まれ、貨車に積込まれるのを待つ。ここでも坑外運搬夫たちが働
このほか「土工が軌道を修繕し、木工が炭車や選炭機を造り、雑夫が坑木や米、味噌の運搬供給に当り、衛生夫
（鰯）
が坑内外の清潔に努める」。
以上が、大雑把にみた炭坑の労働工程の全体系である。次に、貸金形態及び労働条件を簡単にゑておこう。
衝金曜他の炭砿と同様に支払形態から染れば、請負賃金と呼ばれる出来高貸金と本番賃金と呼ばれる日給賃金
の一一つに分かれる。「採炭夫、掘進夫、支柱夫などの坑夫は、出来高賃金」であり、一組で行う「採炭夫は金属鱗
山でいう貫目掘法と同じで、採炭一函幾何というのである。××炭砿（福島炭礦のこと）では一函の容量は十分の
（妬）
（”） 
六噸」である。そして「採炭賃は最低一函四十銭位から、最一員一函一回四十銭位までいろいろ」である。
あ
と
け
ん
（麹）
「掘進夫は跡間法で一間幾何と計算」し、「跡間代も一間十二三圃」から「五十五回」と種☆である。「支柱夫は
一ハ、 五、機械捲揚、排水
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ぼらちゆ渭て
一枠幾何と定め」、支柱出来高は「掘進枠入は八十銭から一一圓、採炭枠入は四十銭から一圓、防柱立は十銭から一
わ
く
（鍋）
五銭、稚彌積は一回六十銭から二回五十銭などさまざま」である。これらの請負賃金は、「炭層の厚薄、掘場の難
ひったて区りふん主え塵りかぶわり
易、石質の硬軟、加背の大小、引立掘、踏前掘、冠り割、枠の大小及び功拙などで、採炭賃、跡間代、枠代は何れ
か
せ
』も個☆に異なるので鍾麺」から、きわめて複雑であるとと側ｂに、具体的な査定が重大な問題となる。
（郷）（、）
「何虚の銃山でも大抵同じように」、「選炭夫、運搬夫、職エ、雑夫は大抵本番賃金」すなわち「日給」である。
「聡工は其の技価に依って最低六七十銭から、最高一回五六十銭まで」で、「他の職種は皆本番六十銭」であるが、
（鑓）
「十三四歳の選炭婦はずっと安い」ようであった。しかし注意すべきは、この「本番賃金」とは、基本給のような
ものであり、「本番戯金の以外に分増金がある」のであって、「働き方によって五分（五割のこと）増とか八分増と
か加給され、「賞与も附くことがある。本番賃金の倍以上になるのは珍しくない」。
賃金の支払方法については、大正七年「六月以前は飯場頭に組の坑夫全部の賃金を委任状に依って支払っておっ
（瓢）
たそうだが、七月以後之を廃止し坑夫賃金は個人毎に払ひ、且飯場頭の物ロ加仕送りを厳禁した」。従って福島炭砿
における飯場制度は大正七年六月に大きな改革が加えられたことがわかる。大正七年七月以後は、賃金は炭砿当局
から労働者に直接「一ケ月一一回に支払はれ」、「一日から十五日までの上半月分は二十日に、下半月分は翌月五日
（鍋）に」
支
払
わ
れ
た
く
次に若干の労働条件についてふれておくと、まず労働時間である。「四坑だけは掘進を急ぐために三交替八時間
制」で、あとはみな「一一番交替制」であり、「一番方」は「午前六時に入坑」、「一一番方」は「午後六時に入坑する」
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（妬）
のであるが、「しかし、必ずしも十二時間稼ぐのではない。大抵十時間位働くと出坑する」（傍点引用者）。番方は、
（”） 
大正七年十月以前は十五日ごと、そ後のは一週間「毎に番方転換」が行われた。因みに二番方の夜間労働を行った
支払われた。
204 
（机）
炭砿における溢水による労働の指揮・管理は、まず、炭砿経営の首脳陣が山川灰の計画を立てることである。この
出炭計画は、採炭に必要な鉱夫の数、種類、労働諸条件を一般的に規定する。その限りで、大炭砿における資本に
よる労働の指揮は、一般的には資本によって決定される、というべきである。一」の出炭計画は、直接労働過程で、
中級および下級の管理機構を通じて、資本による労働の指揮の執行として実現される。後者の労働の指揮の部面
は、炭坑の技術的諸条件に応じた労働力の編成、編成された労働力群の職場への繰込設、出来商や賃金の記帳、笹
丁生は、「一一番はさぞ露辮るだろうと思ったが、丁生の初めの経験はそうでもなかった」、「坑夫も嫌なら役員も嫌
（詔）
である」と指摘している。
（鉛）
一ヶ月の労働日数について染ると、「坑夫の実際稼ぐのは月十七八日平均に過ぎぬ」といわれている。こうした
傾向は、わたくしがすでに以前から強調してきたことであるが、この点と先に強調した一日一二時間労働（一一交替
制だから）の枠のなかで、一○時間位が一般的だった一」とを考えると、簡単に炭砿における提時間労働を主張でき
ないことになる。但し、ここで従来の平均一ヶ月二○Ｈの稼働日に対して、一七、八Ⅱというのは、好景気を反映
して、月間の実働時間が自然生的に短縮傾向を反映していると思われる。体Ｈについては、当「炭砿ばかりではな
すべ
く、附近炭砿の殆んど総てが毎月一日と一五日の一一回休暇であった」が、会社内部と鉱夫側》」反対があったに屯か
（㈹）
かわらず、大正七年十月から「日曜休暇を断行した」。
以上簡蝋に編島炭砿における採炭労働体系及び若干の労働条件をみてきたわけであるが、次に、採炭労働の組繊
及び労働条件の決定に際して炭砿資本は、飯場制度をどのように媒介させていたか、いいかえれば、飯場制度は、
労働の指揮の実施、労働条件の決定に際して、どのように資本の指揮権限を代行していたのか、という点を分析し
た
し、
。
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理、そして一般的な労働の看視、監督の四つの要素からなっている。問題は、この部面の労働の指揮において、飯
場制度がどのように介在しているか、ということである。
まず労働力の編成の点をみてみよう。出炭計画に基づく鉱夫の雇入れの問題は、すでに分析したので、ここでは、
鉱夫が集められ、それがどのように編成されるか、という》」とに限る。川上の記述によれば、労働契約とともに、
（犯）
鉱夫は「下飯場の者」として飯場頭の下に編入され、ここで一般的な統括を受ける。ではこの場合に労働力の格付
や労働集団の編成は、誰れの手によって行われるのだろうか。川上の記述は、必要なところで記述が不明確な点も
少なくないが、次の点が注目される。すでに糸たように、入坑に際して鉱夫らは警務係の点検を受けるわけだが、
、
、
その際に示す「入坑一証」には、何組、職種、切羽番号等が記入されている。すでに象たように、鉱夫が何組に編入
されるかは、誰れによって募集されたかに係わり、飯場頭による募集であれば、必然的にその飯場頭の組に編入さ
れることになる。鉱夫が如何なる職種につくかは、経験鉱夫であれば、鉱夫の希望もあるが、一般的には生産計画
に依存するから溢本ラインによって決定されたと思われる。そうした溢木による直接の指揮、大枠の決定のなかで、
、
、
飯場頭によって決定されるのは、採炭の場合の集団の編成である。
採炭は、一先ごとに数人のグループによって行われる。このグループの編成権は、後に承る集団内の賃金配分権
と絡んで飯場頭に属する。しかし先山後山の編成は、可成りの程度客観的条件に規定されている。すなわちグルー
プの編成は、しばしば夫婦あるいは親子、又は友子の親分子分又は兄弟関係に基づいて先山後山が組まれることが
多いからである。それでも一先が三人以上になれば、他人や関係外の人物が入るのであり、その際に飯場頭によっ
て労働力の評価を加えて賃金の分配率が決定されるのである。
次に鉱夫をどこの場所に配置するかということであるが、これは繰込みに係わるが、全般的にゑて、鉱夫がどこ
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次に、出来高の記帳や賃金の管理であるが、まず出来高については、採炭部門では、これも資本の直接の管理機
櫛をなす主として警務係ｌ検炭係によって行われる。すなわちすでに象たように、出炭は切羽から実車に付けられ
た「貸炭票」によって算定されるが、それは検炭係によって、ボクと実量が評定されて、検炭係は、それを貸炭票
とともに蕃務係に回送し、番号で記帳された出来高が特定の鉱夫のものとして記帳される。ここでも、我含は、飯
、
、
場頭や人繰が全く介入していない》」とを確認することができる。しかも鉱夫の出来高の評定が、資本直系の検炭係
によって行われる為に、評定をめぐるトラブルが、会社と鉱夫によるトラブルとなることに注目されたい。この点
について一一一上は、「會社と坑夫の苦情は大抵検炭から初まるやうだ。今詰所へ怒鳴り込んだ二三の坑夫は、老巧な
の坑で働くかは、すでにどこの飯場がどこの坑を担当するか、又、何坑のどの片の切羽を担当するかは、生産計画
（妃）
と全体的労働力配分とに係わる問題として資本によって決定されることはいうまでもない。しかし問題は、与陰えら
れた切羽群に誰れを具体的に配置するか、ということである。この点は三上の記述からは、不明であるが、資本は
、
、
（帆）
賃率に係わるこのことを飯場頭が鉱夫を管理するための物質的手段として役立たせていたものと考轌えられる。
支柱夫や掘進夫もほぼ同様な配置が行われたと思われる。
、
、
次に具体的な繰込題であるが、》」れはすでに労働の配置をゑたので主として鉱夫の就業の管理の問題である。入
坑風景でみたように、就業の管理は採炭夫の場合には、出炭と賃金の管理と絡んで全般的に直接資本のラインによ
って管理される。すなわち資本の直系の管理機構にある「警務係」は、鉱夫の「入坑証」をチェックし、出来高を
管理する手段である「貸炭票」の番号と枚数を記帳する。ここでは飯場頭や人繰たちは関与しない。掘進夫や支柱
夫は、指定された場所で労働するだけで、労働成果はそこに固定されているので、採炭の場合ほど管理が面倒では
な夫
↓、は
｡
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（帽）
而ｊも狡珊らしい面構えの検炭係長の説明を聞いて、初めの権幕Ｊもどこへやら、皆素直に帰って行った」と述べてい
掘進夫と支柱夫の出来高の管理はもっと単純である。これも資本直系の坑内係の現場員が、掘進夫については掘
進の間数、支柱夫については、支柱の枠数を記帳、管醸尹るわけである。
賃金管理についてゑると、まず賃率の確定が問題となる。すでにみたように出来高の賃率は極めて複雑である。
それは、「炭層の厚薄、掘場の難易、石質の硬軟、加背の大小、引立掘、踏前掘、冠り割、枠の大小及び巧拙など
燕〕、労働の生産性が異なり、労働に対する貸金を公平化するためには、場所や地層によって出来高賃率を変化さ
、
、
（梱）
せなければならないからである。こうした「請負賃金の単位エ程請負代金も、総て皆鉱山主の手心で定められる」
のであって、ここでは、飯場頭の介入はふられない。
ただし、採炭夫についての承、こうした一般的賃率を前提して、飯場頭による賃率決定がゑられる。三上は、集
（鍋）
団によって行われる採炭賃の「割当率は予め飯場頭が坑夫の承詞”を得て定めておく」と指摘している。この限りで
か
っ
と
う
飯場頭は、貸金管理に介入している。
次に日給の鉱夫の場合をみてみよう。彼らの労働は、一般に機械体系に依存しているのが特徴的である。坑内運
搬夫、撰炭夫、雑夫、工作夫やその他の職工たちの労働が、具体的にどのように指揮されるかは、今全体として明
確にならないが、ほぼ採炭夫や掘進夫らに準じていたように思われる。むしろこの部面では資本の直接的な指揮が
より強く貫徹していたといえよう。
例えば比較的明らかにされている賃金管理の面を中心に象ると、撰炭夫、運搬夫、職工、雑夫は「大抵本番賃金」（釦）
なのであるが、「本番賃金というのは日給のことで、一万ひ換えれば六時から四時まで十時間労働の報酬即ち時間給」
る
｡ 
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視
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坑
外
労
働
を
朧
督
し
た
。
そ
の
他
、
休
日
や
労
働
時
間
な
ど
の
労（躯）
働
条
件
の
決
定
権
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
資
本
直
系
の
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イ
ン
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し
て
い
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で
あ
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て
、
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や
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な
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権
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な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
以
上
が
、
炭
坑
労
働
に
お
け
る
溢
本
の
指
抑
の
突
態
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
与
え
ら
れ
る
結
論
は
、
盗
本
の
執
行
的
な
労
働
の
指
揮
は、一般的に承れば、資本直系のラインと、飯場頭のラインによる分業的な二重のものであり、特殊的に象れぱ、
そのなかで資本直系の指揮が決定的役割を果し、飯場頭による請負的な独自の指揮機能は、補足的なものである、
ということである。労働の指揮における飯場制度の機能は、明治中期の納屋制度のもとでも全面的でなく、資本直
系のラインとの二重のものであったが、大正期に至っては飯場制度の独自性が一段と後退しているといわなければ
、もない。
（副）
である。請負賃金と同様に、本番賃金の賃率及び分増金ｊｂ「鉱山主の手心で定められる」。具体的には、個だの労
、
、
（鑓）
働者の労働能力が資本直系の役貝によって評価されて、「個人毎」に賃金が決められるわけである。
最後に一般的な労働の看視監督について糸ておきたい。この点は、すべて資本直系の役員によって行われており、
飯
場
頭
は
介
入
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
福
島
炭
砿
の
当
時
の
飯
場
頭
平
木
氏
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
飯
場
頭
（卿）
は人繰を雇い、坑夫の線込糸を行ったが、現場年季でで、あとは現場員が坑夫の面倒をゑた」のである。坑内では坑
（鋼）
（弱）
内係の係長を光頭に現場員が、採炭、掘進や支柱、坑内運搬の労働を監督し、トラブルなどの処理をしていたよう
である。
（１）『生活」、三一『
（２）同上、三七頁。
頁
｡ 
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四四頁。尚、詳しい福島炭砿の機械体系は、『本邦重要鱗山要覧』（大正十五年版）、六七一一一－二頁参照。
四四頁。
三六頁。
三六１七頁。
四四頁。
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（犯）同上、三二頁。
（羽）同上、三○頁。
（⑩）同上、三○頁。
、）とくに資本による労働の指揮については、拙稿「管理労働の理論」（拙著『賃労働理論の根本問題」時測社所収）参照。
（妃）「生活』二二頁。なお、古河好間炭砿では「組下」と呼ばれている。
（妃）たとえば、坑内出水が起き、十二一一一丁の切羽が水没した際に「含社は其の切羽の坑夫を他の坑へ移した」（『生活」、四
二頁）という記述によって、坑夫の配転権が資本の直系ラインに属していることがわかる。それはまた、労働力の坑内へ
の配置権が、資本直系のラインに属していたことをそのまま示している。
ａ）切羽》」とに賃率に変化をもたせて悪平等化がさけられているとはいえ、必ずしも同一の労働に同一の賃金が得られるよ
うに公平に賃率が定められているとはいえないし、そうすることは技術にも難しい。そこで働き易く稼ぎ易い切羽とその
逆がでてくる。飯場頭は、それを家父長的な坑夫支配の手段に利用するのである。
同同同同同同同同同同同同上上上上上上上上上上上上、、、、、、、、、、、、
三三五五四四四四四四四四三二一○七六六七七七七七頁頁頁｜頁頁頁頁頁頁頁頁
｡０． ０００００｡◎。
四七頁。
五○’一頁。
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ろうか。
（１） 
福島炭砿における飯場制度では、「一人の親分に所属しておる坑夫」は、家族持鉱夫と単身者鉱夫の二種類であ
㈹
飯
場
経
営
の
態
様
飯場制度の下での鉱夫の生活管理、あるいは飯場制度の主軸をなす飯場経営の機能は、どのようなものであった
'凸、’へ
４６４５ 
、-」Ｌノ聞く話だ」という記述からうかがえる。「生活」、三九頁。
（幻）「生活」、四七頁。
（⑬）同上、五○頁。
（⑲）同上、五○頁。
（卯）同上、四六頁。
ａ
）
同
上
、
五
○
頁
。
＆
）
同
上
、
五
○
頁
。
（田）「聴取ノート」より。
（別）この点は、次の記述がよく示している。「『どうも林取が旨くいかん。坑内選炭の方は近頃大分よくなったが」。ハンマ
ァを右手にカンテラ左手に提げた採砿課長の××はこう云って、坑内係長□□に現場員の督励を促している。現場員△△
は
」
ぐ
り
の
り
文
わ
し
は、函繰や乗廻の恐の責任でないといったようなことを証明しておる」。『生活」、一二五頁。
（弱）たとえば出水の際の対応処置をゑるとこのことがわかる。「生活」、四一頁参照。
命
）
こ
の
点
は
す
で
に
承
た
賃
金
の
支
払
方
法
や
休
日
の
設
立
に
お
け
る
資
本
の
権
限
を
染
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
「生活」、三七頁。
この点は「支柱夫が現場員と結託して入れない枠代を取ったり、掘進夫が検収をゴマかして跡間代を詐取するのもよく
く話だ」という記述からうかがえる。「生活」、三九頁。
「生活」、四七頁。
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、
、
り、その限』リで納屋制度と同じである。彼らが「親分」といわれる資本の機能あるいは鉱夫支配の請負人（者）の
（の姿）
下
で
住
居
及
び
、
Ⅱ
常
生
活
が
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
、
私
は
飯
場
経
営
と
よ
ん
で
い
る
。
飯場経営は、包摂する鉱夫の種類と彼らの収容される住居の違いによって二つにわかれる。福島炭砿では、家族
（⑩四）
持鉱夫の組下は、「坑夫納屋」と呼ばれる住宅に収容される。「坑夫納屋」は納屋制度の場合の「小納屋」１と同じ
ｎものであり、確かに江戸時代には家族持銚夫が存在しなかったか僅少であったから、古い金臓鉱山での特殊な労溢
関係の残存形態としての飯場制度には、家族持鉱夫を包摂する用語がなかったために、納屋制度の納屋という用語
（△田）
を、もって、彼らを包摂したように思われる。それは、丁度、常磐地方に納屋制度が移入した結果でｒもあった。
（貝Ｊ）
この鉱夫住宅は、いわゆる棟割長屋で、編鰯炭砿では、全部で二四七棟二五○○戸ほどある。そのうち家族持鉱
（Ｒｕ） 
夫の坑夫納屋は、八戸廷と十戸建の棟割長屋で、そのうち五○棟四○○戸が「仮納屋」で、残ｈ／が「本納屋」であ
った。一般の坑夫納屋は、「一戸の坪数ば本納屋は五坪六〈Ⅱ二勺半で、仮納屋は五坪」、’六畳間一室と押入、台所、
（庁Ｊ）
（ＣＤ） 
土間がある。冬は御社で炉をつけてくれる」。「八股で‐汀℃ルハ紐でｎも兎に角魁が蚊いてある」。「どれ‘も新しいだけに割
合
に
き
れ
い
で
あ
る
」
が
、
「
何
し
ろ
急
に
発
展
し
た
炭
砿
で
、
納
屋
も
皆
俄
造
り
だ
か
ら
壁
が
粗
末
だ
し
、
便
利
瓦
の
屋
根
は
勾
配
（ｎワ）
が緩いのかどうか、雨‐もりするところｎ℃あるそうだ」。
「
家
族
持
坑
夫
は
す
べ
て
納
屋
を
僻
り
て
化
む
の
だ
」
が
、
「
納
屋
を
借
り
る
に
は
ｎ
分
の
礼
の
飯
場
頭
を
保
証
人
に
立
っ
て
も
ら
（、）
って、納屋借用願を出す」。「願我、には坑別、細別、職別、雁用年月川Ⅱ、原籍、氏名、生年月ⅡＨを記入し、同居家族
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
続
柄
を
も
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
る
。
之
を
出
す
と
、
警
務
係
長
か
ら
第
何
坑
第
何
号
納
屋
第
号
棟
第
何
（Ⅲ） 
（吃）
号舎に入ることを許可するという許可証が下付される」。住宅ば、炭砿衙本の所有であｈ／、家賃や電燈料は「無料」
で、現物給与の一種である。｜納屋居住心得許」なる。ものによれば、住宅管理１も厳しく「破損の場合は自費で修繕
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かくして、飯場経営の基礎をなす住居に対する支配・管理権は、資本が全面的に所有していることがわかる。だ
か
ら
飯
場
絲
悩
と
い
う
の
は
、
溢
本
の
所
有
を
埜
礎
と
す
る
住
居
支
配
権
の
上
に
、
溢
本
に
代
っ
て
飯
場
頭
が
鉱
夫
の
生
活
管
理
を
代
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
他
の
機
能
と
同
様
に
、
飯
場
頭
に
よ
る
一
元
的
な
機
能
で
は
な
く
、
資
本
の
直
接
的
な
支
配
と
並
行
し
て
、
二
元
的
に
行
わ
れ
て
い
る
、
と
承
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（川）
単身者の場合もやはり、「一人の親分に所属し」、「親分のところへ〈面宿しておる」。しばしば「此の合宿所を何々飯
（胴）
（焔）
場と云っておる」わけであるが、福島炭砿では「〈川宿納屋」と呼ばれており、九州か《ｂ移入された納屋制度の影瀞
の
強
さ
を
よ
く
現
し
て
い
る
。
因
象
に
後
に
み
る
好
間
炭
砿
で
は
、
金
属
鉱
川
の
飯
場
制
度
の
影
響
で
、
単
身
者
の
宿
泊
所
は
一
元
飯
（〃）
場
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
対
照
的
で
あ
る
。
（肥）
こ
の
「
合
宿
即
ち
飯
場
は
広
い
室
一
間
に
幾
十
人
も
雑
居
」
さ
せ
、
「
一
棟
の
坪
数
六
十
六
坪
か
ら
百
二
十
坪
位
」
の
も
の
で
、
川
（四）
村飯場の場合は、「八軒長屋打通し三棟」からなっている。その内部構造は、納屋制度の大納屋と同じで、一「広い
ひとぐり（沁）
建物には入口が一つ」しかなく、「入口の帳場には飯場の鱒紀をしたり、所属坑夫の入坑を督励したりする人繰が」
（型）
いて、「広間に多数の坑夫を雑居させて見張って」いるというものである。この合宿納屋は〈口計六棟あって、一つ
（型）
は「百坪余の独身職工の〈Ⅱ宿納屋が一棟」と一般の「〈口宿納屋が五棟」あり、四坑全体を諸負っている川村飯場に
（麹）
（型）
は、「二一日程の坑夫」が「下飯場の者」となっており、そのうち、「一一一棟」の合宿納屋におそらく百数十人の独身
鉱
夫
が
収
容
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
する。警）
する。轡》
いてある。 警務係の承認無しに変造改造をしない。禽社の御都合で移転を命せられたり、何時でも何虚へでもすぐ移転
（卿）
瞥務係の承認なしに何人でも同居させない。解傭の場△凶は指定の日時に引払ふ」というような「郡項」が書
２１４ 
飯場経営は、更に以上のような貸与住居を飯場頭が資本に代って直接管理する機能を基礎として次の諸機能を行
う。まずその一つは、独身鉱夫には飯場頭によるいわゆる賄の経営であり、家族持鉱夫については、食料その他の
（躯）
日用品の供給である。単身者の賄は、「各飯場に依って多少異っておるが、大体に於て同じやう」であった。すな
わち、川上によれば「大きな飯鍋と味噌汁鍋とが中央に出て」いて、「沢庵漬の丼が一一一つ四つ配ってある。坑夫は
各自勝手に旅から茶碗と小皿と箸を持って来て食べるのだ。どんな暑い日でも、殆ど一一一度共味噌汁を飲ませられ
（班）
る」。「米は一日七ムロの割に食べても、沢庵と味噌汁だけでは坑内の過度の労働が出来ない」、そこで「缶詰を買って
（幻）
置いたり、塩鱒を焼いて食べたりする」。飯場によっては「お内儀さんが仲をわかった女で、折☆焼肴や肉なども
（鍋）
（鋤）
ある」という場〈ロもあった。「尤も坑夫は毎日一一一度共飯場では食わない者が多い」と川上は指摘している。
こうした賄に対して単身者鉱夫は、二日四捨銭の飯場料」を飯場頭に支払うが、その内訳は、「一昼夜五銭の
（釦）
夜具蒲団の損料」と七合近くの米代、味噌、漬物代、たまの肴代である。この賄経営は、資本が飯場頭に委託した
ものであるが、飯場頭は、それによって、商品販売者とサービス販売者として利潤を獲得することができる。これ
は炭砿資本が飯場頭に鉱夫の生活管理を諸負わせたことの代償（報酬）としての意味をもつ。
この賄経営の実態は、景気変動や飯場頭の資質に多分に依存しており、大正七八年の好景気時の福島炭砿の場合、
うわま公
「飯場は賄でそんなに儲かるものではないらしい」、因糸に「賄のやうな坑夫のすぐ感ずるもので上前をハネルなど
（、）
は策の得たものでもある士《い」と川上は指摘している。また「大山組が賄が悪いといって、よく坑夫が乱暴するや
（釦）
うだ」とも指摘されているが、大正中期の飯場経営の賄は、明治中期にゑられたような納屋経営の物質的刺激とし
ての、流通過程からの坑夫収奪手段としてはあまり機能しなくなっているように思われる。
次に家族持鉱夫の場合をゑてふよう。家族持鉱夫は、家庭内で自活するので独身鉱夫のような賄はない。しかし
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しおく（鋼）
福島炭礦では、当初「物品の仕送り」制という瓠ものが行われており、この制度は、飯場頭が自分の抱えている鉱夫
（鈍）
の「家族に、生活必需ロ叩及び作業用品其他一切の物品を、強制的に販売する特権を有つ」というｊものである。家族
持鉱夫は、飯場頭の経営する売店とか勘場とかで「米、味噌、酒、カーバイド、草畦、鐇織、錘滅どの生活必需品
や作業用品などを、騰いとは知りながら親方の仕送りを断るわけにゆかずに、飯場頭から買はされて賃金から差引
この仕送り制度は、賄制度と同様に、鉱夫への商品販売を通じて飯場頭が利潤をあげ、鉱夫生活管理の代償とす
るものである。この制度は現金売買ではなく掛売を原則としていたから収入にかかわらず購買が行われ、鉱夫の飯
場頭への俄務を生む制度的要因でもあったので、鉱夫の飯場頭への従属を強化し、ひいては鉱夫への炭砿への緊縛
を強める手段であった。しかしこの制度は、しばしば飯場頭による鉱夫の不当な中間収奪を伴い、労資間のトラプ
（銅）
かれ」た。
かくして、大正七年六月に、好景気で労働市場がひっ迫し、労働力の売手に有利な条件のなかで、炭砿資本は、
（犯）
一‐飯場頭の物品仕送りを厳禁し、會社の購買含供給所から一切を配給することにした」のである。仕送り制度は、
飯場頭の収入源の一つであり、それを断たれることは、飯場頭に重大な問題であった。そこで炭砿資本としては、（”） 
所属鉱夫の管理、監督の手数料として鉱夫の稼働賃金の六分を飯場頭に与轌えていたのを、あえて「八分に増給し」
て、飯場頭の不満と抵抗をおさえた。
仕送り制度の廃止は、賃金の支払方の変化をも伴った。従来、炭砿資本は「飯場頭に組の坑夫全部の賃金を委任
（鉛）
状に依って支払」っていたが、大正七年七月からは、「個人毎に払」うょうに改められた。だからこの制度改革は、
福島炭砿における飯場制度の大きな構造変化であった。すなわち、この変革は飯場制度の著しい弱体化、飯場頭の
ルの一因ともなった。
216 相対的独自性の弱化をもたらしたのである。（”）
仕送り禁止後の家族持鉱夫の消費的生活は、次の如き方法になった。会社の経営する購買会供給所は、「真ン中
に倉庫を狭んだ間口十五六間の可なり大きな建物である。倉庫の右手の薄暗い方は米、味噌、酒、カンテラ、カー
零〈イド、スコップなどの生活必需品及び作業用品の売場である。／左手は洋酒、缶詰類や呉服類や雑貨の売場で稲
明るい。最左端に張出したところは魚肉類や野菜類の売場である」。二通り大抵の物品は揃えてあるから、東京生
活に慣れた丁生にも、思った程不自由は感じなかった。最近中野飯場に入った宮田の話では、彼の以前おった△△
（杣）
炭砿では物資の不自由なのに弱った。当砿は新炭砿の割く口に供給所はよいと一云っておった」と川上は記している。
（似）
物ロ山の販売方法は、「現金売や単純な掛売と異ふ証明票販売制度」による。この証明票販売制度は、鉱夫の稼い
だ賃金が支払われない間、会社の賃金支払係の「証明方」が「賃金の七割を証明票に記入し」、「証明票記赦金額を
（狸）
限度として、供給所は通帳に依って物ロ叩を掛売りする」というものである。
こうした方法は、飯場頭による通流過程からの中間収奪を排した点で以前より近代的となったが、現物の現金阪
（伯）
聿沁制度と違って、「賃金を成るべく遅く支払ふ」という「鉱夫の足留策」と同様に直接炭砿資本による鉱夫の緊縛
の手段であり生活管理の強化であった。
しかしながら鉱夫のなかには物品仕送り制度を是とする風潮もあり、三上は「実際少し位騰くともそんな心配は
し
色
一切親分に任せて、自分は何でも鶴噛さえ持って坑内に入っておればよい。銭勘定は面倒臭いといったやうに、飯
（似）
場頭に印鑑簿も印章も渡しておく者もある」と述べている。これは、「証明票販売制度」が、稼働賃金の七割しか
掛売を認めず、病気などの理由で稼働日数が少なくなった時などは、購買を拒否される、などの不便を伴っている
からであった。ここにまた飯場頭の独自の機能が働く余地が生まれる。
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次に、飯場頭による鉱夫への前貸金制度について問題にしよう。一般に飯場制度の下では、なんらかの理由で鉱
夫が金に窮し、又は入用となった時、飯場頭から鉱夫に金を貸与する慣習がある。すでにみた募集に際して、旅巽
や仕度金が貸与される場合もある。ここでは日常生活のなかでの借金が問題である。川上はこの点を次のように述
べている。「飯場頭は飯場に合宿している独身坑夫に賄って、立替金をするばかりでなく、自分の組の坑夫には納
（編）
屋に住んでおる家族持坑夫にも立替をしてやる」ｃ
病気をして稼働でない場合とか、賭博や遊興で浪費した時とか、系類になんらかの金が入川になった時とかに、
坑夫は、飯場頭から俗金をする。特に仕送り制度の行われていた時は、常時に掛光が行われて、立替が常態的であ
、
も
ったといってよい。しかし将別の僻金は、飯場頭に恒常的な仮務関係を形成する。｜」れらの一時的、恒常的依務関
係は鉱夫が飯場頭に緊縛され、ひいては砿夫が炭砿に拘禁的となる有力な経済的根拠となる。
仕送り制度の禁止された後は、飯場頭による掛光がなくなり、鉱夫の生活がより厳しくなる耐をもったが、それ
はまた一部の鉱夫にとっては飯場頭の立梼の依存を強めることでもあった。川上は、）」の立替のｗ例を次の如く描
いている。先川の「川村は五六日前から病気で稼げない」ので、彼の妻が「蔵金が無いから供給所では米味噌を俵
（怖）
な
げ
してくれない。仕方無しに、親方の処に借金に来た」と。彼の葵に対して飯場頭は「野即未だ寝てるのげえ。長
で
あ
か
たてげい
いなあ。此の會計期は半分も入坑ていめい。まだ六万位のものだっ．へい・不足になったってそうノー立替も出来ね
いだ。米は會社へ行って何とか話をつけてやる．へいから、まあ之で我慢したらよかっぺい」と云って、｜女に五拾
（〃）
銭紙幣四五枚を手渡し」た。
こ
う
し
て
三
上
の
指
摘
す
る
よ
う
に
「
飯
場
頭
と
し
て
は
坑
夫
の
困
っ
た
と
き
に
、
立
替
金
を
し
て
や
為
の
で
恩
威
ｌ
大
し
た
’
（畑）
のでは“》いがｌが行われ」、「結局端繼を貸して満いて人身を束縛する」のである．
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こうした前貸制度は、資本が労働力を炭砿に確保しておくために、飯場頭に認めている資本主義的機能であって、
それ自体封建的とか前近代的とかいうものではない。企業内福利厚生制度が不十分な段階では、資本にとって必要
なそうした施策は、飯場経営によって、家父的な形態で行われているにすぎない。
け
つ
わ
＄
（伯）
もっとも鉱夫は理由は色盈あるが「借金を作って脱走する者もあ」り、その分は飯場頭の損失となる。そこで飯
場頭は、債務鉱夫に対する看視、拘束を強めることになる。
この点と関連して、飯場頭は、鉱夫を炭砿に確保、緊縛をしておく任務を負う。債務鉱夫を逃がさないこと。そ
れは一般に逃亡しやすい鉱夫を逃亡させないだけでなく、自分の債務を踏倒されないためである。
それだけでなく、一般に鉱夫を必要に応じて確保しておくことである。それは、鉱夫の募集という機能を除けば、
鉱夫が自分の炭砿をやめて他の炭砿へ移動しないように、種だの方策で鉱夫を足留めしておくことである。前貸制
度
や
物
品
の
仕
送
制
度
も
そ
の
た
め
の
方
策
の
一
つ
一
つ
で
あ
る
。
ここでは特に次の点が注目される。それは他の炭砿から潜入する募集人から鉱夫を争燕されるのを防ぐことであ
る。川上は、ある日、他砿の「坑夫の募集誘拐人」がまぎれこんで、藤山飯場の坑夫数人を連れ出そうとしたとこ
（釦）
ろを「藤山飯場の人繰に見付っ」て、リンチにあう風景を述べている。炭砿では明治、大正中期まで、一般に労働
力は不足がちであったから、坑夫の争奪戦は激しかったわけで、飯場頭は、時には他礦に侵入して鉱夫を獲得して
来なければならないが、他礦の募集人から所属鉱夫を守らねばならなかったのである。
最後に、飯場経営の重要な機能の一つとして、飯場頭による鉱夫の入坑督励、あるいは就業督励についてふれた
い
◎ もともと炭坑内の労働は、危険なうえ、作業条件が厳しく、一般に回避されがちであって、だから労働日数も他
219常鑿地方における飯場制度の展開過程 の産業では、月二回の休糸のほかフルに働くという明治、大正の段階に、炭砿では、平均二○日前後であった。こ
うした労働日の少なさは、危険な地下労働のなかで殺那的になった鉱夫が、あえて必要以上に働かないという気
風の現われでもあった。そうした状況にあって、鱈大な資本を投下した炭砿資本にとっては、鉱夫の労働日を高め
ることは、絶対的、相対的剰余価値を高めるためのさし当っての最も重大な手段であった。
入坑督励が労働の指揮の一つの側面でありながら、飯場経営と結びついて特殊に問題となるのは、右の事情に関
連している。飯場経営は、鉱夫を一定の場所に集中的に寝起させるのであるが、飯場頭は、それによって鉱夫の生
活を集中的に管理する機会を持ち、鉱夫の入坑督励を容易にする。飯場頭は、常に鉱夫の出勤状態や生活状態を把
握し、出勤率の低い鉱夫には入坑を強い、時には暴力に訴えても入坑を督励したのである。
鉱夫の入坑を督励するメカニズムは、飯場頭の収入の基礎となる、鉱夫の繰込みに比例した手数料が支払われる
（副）
ことにある。すなわち、大正七年六月以前には、鉱夫一人の賃金の「六分」が、繰込料として、資本から飯場頭に
支払われる。同年七月以後は、仕送り制度が廃止され飯場頭のその面からの収入が減ることを考慮して、「所属坑
（鑓）
夫の稼賃金の八分を手当として支給」されるようになった。
要するに、飯場頭は、より多くの鉱夫がより多く稼げば、それだけ自分の収入が多くなる。だから飯場頭の手下
（認）
である「人繰が熱心に入坑繰込を督励するのも無理がないわけである」。かくして、「坑夫一人一ヶ月平均賃金四拾
園としたところで、四百人の坑夫を有っておれば、所属坑夫の賃金総額一ヶ月一万六千回」となり、「其の八分を
（訓）
手当として支給されるのだから、飯場頭の収入一ヶ月千二百八拾回」となる。これに対して、六○’七○人の鉱夫
（弱）
しか所属していない小飯場頭の収入は、「月収二百回位」になる。
しかし、飯場頭の実収を承る場合には収入から次の諸費が控除されなければならない。第一に、福島炭砿ではす
２２０ 
でにみたように、鉱夫の募集費、第二に、小頭や人繰など自分の配下の賃金、第三に、けつわりで踏倒された債務、
（錨）（鍋）
し
き
せ
第四に、「飯場頭としての交際」費や「盆暮の仕着や心附一などの費用である。こうしてぷると、川上の指摘する
（釘）
ように、大飯場頭はともかく、小飯場頭にとっては一「そんなに楽ではないらしい」ことがわかる。
この一般の手数料のほか、作業を急ぐ場合などは、特別の「入坑懸賞金」が出されたようである。その内容は、
で
め
ん
（閑）
一つは「出面一人一日金参銭を支給」するというもので、出面とは入坑のことで、先の八分の手当に入坑者一人に
つき一一一銭が加給されるわけである。もう一つは、「一含計期十五日間皆勤坑夫一人に付三方即ち三Ｈ分の賃金」（即
〈帥）
ら平均賃金の約三割）が飯場頭に「賞与」として支給された。
こうした繰込料は、飯場制度の物質的雌礎であり一般的には、溢水が飯場頭に鉱夫募災、労働の指抑、鉱夫の化
活管理を委託し、誠負わせるための代悩であり、報酬であると同時に、称殊的には、直接に鉱夫の入坑数や稼高に
比例して支払われる手数料であった。誤解のないように指摘しておけば、この手数料は、「坑夫の伐金から差引く
（Ⅲ） 
のではない。街社は別に支払ふのである」心
岐後にこうした飯場頭の生産関係の性格を特徴づけて承よう。飯場頭は一力では、物品の販売、鮪の経営等商品販
売を通して鉱夫に商品販売業者として立ち、他方では、請負という形態とはいえ溢水の機能を執行する資本の管理機
能の中間的または末端的要員である管理的貨労働者として立つ。後者の点では、直接資本のラインを形成するので
はなく、ここでも手下を独自に雇用する小資本家的性格をもつ点で二重性をもつ。しかし飯場制度そのものは、資
本主義的制度の一環を成すのであって、それ自体が封建的な制度であったり、非資本主義制度であるわけではない）
（１）「生活」、一九頁。
（２）ここで飯場経営，
ここで飯場経営とは、納屋制度の場合の納屋縫営と何じ意味あいである。
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〆、アー、ゲー、′~、′ﾛ、ｆ~、／~、「ﾛ、′~、グー、′■、′~、グヘ･Ｐへ〆■、〆■、．／■、Ｆ~、〆■、'■、〆、′~、
２４２３２２２１２０１９１８１７１６１５１４１３１２１１１０９８７６５４３ 
Ｎ二、ソＬ,’、.’ＬノﾐソﾐゾＬ'ﾐソ、.'ﾐｰﾀ、､ノＬノ、.’、ﾛグＬ’Ｌ’ﾐｰﾉ、-'、-'、-ノミン
同上、一九頁。ここでは独身坑夫数が直接何人いたか明らかではないが、一棟数十人収容しうるから「’一一棟」の合宿納
屋から推測すると、百数十人くらいと思われる。
『生活』、一三一
同上、一三五》
同上、一三五‐
同上、一三六舌
同上釘一三五‐
同上、一四○》
同上、一四○舂
同
上
、
一
四
壽
同上、一四○‐
同上、一九頁。
同上、一九瓦。
同上、一三五壱
本稿、一八六言
『生活』、一三一
同上、一九頁。
同上、一九頁。
同上、一九頁。
同上、一三五舌
同上、二二頁。
『生活』、一三四頁。
因蕊に後に象る古河好間炭砿の飯場制度でも家族持鉱夫は「納屋」という名称の住居に収容されている。
『生活』、一三五頁。
同上、一三五頁。
同上、一三五－六頁。
一九頁。
一三五頁。
一三五頁。
一八六頁参照。
一三五頁。
一四一頁。
一四○－一頁。
一四○頁。
一四○頁。
一三六頁。
三五－六頁。
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弱）同上、一九頁。
品）同上、一九－二○頁。
（”）同上、二○頁。
（躯）同上、二○頁。
（”）同上、二○頁ｐ
記）同上、二○頁。
（虹）同上、二○頁。
（躯）同上、二○頁。
（鍋）同上、二二頁。この制度は、典型期の納屋制度において支配的に承られたものである。
（鈍）同上、二三頁。
（弱）同上、二二－一一一頁。
（粥）同上、二三頁。
（訂）同上、二三頁。
（犯）同上、五○－一頁。
（羽）同上、四五頁。
（⑪）同上、四六頁。
（虹）同上、四六頁。
（狸）同上、五一頁。
（⑬）同上、五二頁。
（“）同上、二一一一頁。
（妬）同上、一二頁。
（妬）同上、二一頁。
（々）同上、二一頁。
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⑤飯場制度下での鉱夫の賃金と家計
次に、必ずしも飯場制度そのものの分析ではないが、飯場制度のもとで鉱夫の賃金と消澱的生活がどのようにな
っていたか、三上による家計調査によって検討してゑたい。
分析の結論をはじめに述べるならば、第一に、飯場制度が賃金抑制のための機櫛であったことは否定できないと
しても、大正中期の飯場制度は、石炭案の発展とともに改変され、形骸化してきたためもあるが、もはや賃金抑制
のための直接的な装置としてはそれほど機能していないのではないか、ということである。それは、労働市場の発
展が、もはや飯場制度を明治中期のように、労働市場の未確立のうえに存在する鉱夫の拘禁的な装置であることを
′~、／声、〆ﾛ、グー、’-，′￣、
５３５２５１５０４９４８ 
、ごノ、_'ミーノ、.ノミーノ～ノ
同同同同同同
上上上上上上
、、、、、､
（師）同上、
（鍋）同上、
（記）同上、
′■、「－，
５５５４ 
ミーノﾐｰﾉ
同同
上上
、、
′■、′■、／戸、
６１６０５９ 
、-ノＬｕノＬ」
同｜両１同
上上上
、、、二二頁。
二四頁。
七頁。
二頁。四四頁頁
ＣＯ 
四頁。
一一
頁頁
｡｡ 
一一
頁頁
０｡ 
頁頁
０。 四頁。
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第二に、賃金の上昇傾向は、飯場制度のもとでも鉱夫の消費的生活を、明治時代のミゼラブルな段階と較べて、
幾分とも改善させてきている、ということである。特に賃金所得格差を反映して、低賃金Ⅱ生活極困窮鉱夫の存在
は
、
も
ち
ろ
ん
確
認
で
き
る
が
、
逆
に
、
高
賃
金
所
得
で
生
活
に
ゆ
と
り
の
あ
る
鉱
夫
の
出
現
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
この点の実証的分析は、さしあたり以下で行われるが、より多面的には、次稿によって果したい。三上は、二、
（１） 
（２） 
一二ケ月にわたって鉱夫の「生活状態の調査」を行い、興味深い鉱夫の家計調査結果を残している。’一一上はその悶査
事情について、「官憲や街社の御威光でやるのでなし、丁生の外に知合の者二三人が、顔馴染の坑夫四五十人につ
いて、それとはなしに聞き合せたのだから、仲々骨が折れた代りに、収入が多くて余るやうに云ったら、賃金を
ざ
け
低下られはしまいかとか、生計が困ると云ったら、怠惰者と叱られはしまいだろうかと一云うような、つまらぬ心配
（Ｊ） 
なしに正直に語ったのを聞かれたと思った」と述べている。しかも「収入は稼賃以外に無いのだし支出は供給所の
（１） 
通帳と証明西不とを見るとわかるので」、この調査結果は、官庁統計のように資本側から行うのとちがって、きわめ
て信懸性のあるものとして注目されなければならない。そのうえ三上自身の調査態度も冷静かつ客観的で、自ら
「丁生の調べた此の生計状態は、坑夫の賃金はよいし、必需品は安いから、彼等の生活は余裕があるということを
吹聴しやうとか、坑夫の生活はいかにも悲惨なものだと初めから独断して、之を誇大に示さうというような、或種
無
ろ
ぽ
砿
ん
鑓
（５） 
の一旦伝のためではないのだから、成るべく各坑夫様々の生活状態を、一般的に有りの催に一赤したつもりである」と
不可能にしたからである。それ故、熟練鉱夫の賃金は、不熟練鉱夫より高く、多就業鉱夫の賃金所得も増大してき
ている。
るは
０
自戒している。
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６ ０５０５ ５８２４ ３４４２ ００００ ０２００ ２２３２ ００００ ００００ ｜則一一 ２５６ 伽加加卸 1２ ７ 1０ ４ 認胡沌明 ３２３２ ００００ ０５５５ ３０８８ ５８２３ ●■■● ９４７２ 
後山 3９ 中村 ６ 4７ 7０ 3５ 4０ 1７ 7０ 1０ 5０  7 ２ 00 ２ 5０ ４ 7０ 
1.40 8０ ２ 5０  5０ ２ 0０ 】 0  2.50 ３ 0０ 1２ 3  ２ 5０ 9.80 
注：三上徳三郎『炭抗夫の生活』よりＩＦ奴
第 福 鉱夫の家計費調査表 ｢＋ＴＦ７耀頃）
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第３表福島炭砿における個別賃金（半月額）さてこの家計調査からまず賃金の実態をふてふよう。一般的にいって鉱夫の賃金実態を握むのは非常に難しい。
その理由は、しばしば賃金についての資料が、日賃金についてしか明らかにしていない場合が多いからである。と
くに出来高賃金の場合は、稼働日数によって月額賃金が大分かわってくるのであり、しかも坑内夫の月の労働日
数はきわめて多様であり、日賃金を染ただけでは、賃金実態を把握しにくい。
（６） 
官庁統計にふられる鉱夫賃金は、ほとんど日給賃金の最高、最低、平均が一示されているだけで、従って、鉱夫の
実質的な賃金水準（月額でみた所得水準）は全く把握しかねる。その欠陥を補うものは、家計調査による月額賃金
（７） 
であるが、わが国の統計では、大正一四年にはじめて行われた調査をまとめたものが最初のもので、みるべきもの
はない。そうした事情にかんが象、一一一上の家計調査はサンプルこそ少ないが、大正中期の半月額賃金の実態を示し
て注目すべきものがある。
三上の行なった家計調査のサンプルは一一一九ケースであるが、そのうち世帯主鉱夫の個別賃金（半月分）を示して
職種伐穏" 賃金額
円銭
４０．１０ 
45.00 
２８．５０ 
３２．８０ 
５５．２０ 
３０．９２ 
２８`５０ 
40.05 
２９．５０ 
３５．４０ 
３９．８５ 
先山 １ワ
】
３
４
５
（
ｂ
【
ｒ
８
９
ｎ
Ｕ
１
２
３
４
５
６
７
ｎ
Ｕ
ｑ
）
勺
１
１
屯
１
勺
１
１
１
１
１
１
１
支柱夫
職工
30.05 
28.50 
21.00 
18.50 
後 ｣」
27.80 運搬夫
雑夫 ２４．５０ ２３．８０ 
１９．５０ 
|－ 
31.55 小計平均
注Ｌ三上『炭坑夫の生活」の家計調査より作成
２．家計調査は本稿の第２表に示
してある。
第４表職種別平均賃金（半月分）と格差
実額格差’
円銭
37.63 
29.50 
３７，６２ 
'931 
100.0 
(100.0） 
先山
支柱夫
職エ
36.89 熟練小計
１
８
Ｏ
 
Ｂ
●
●
 
’
０
３
０
 
６
７
６
 
後山
運搬夫
雑夫
24.51 
27.80 
22.60 
24.201（65.6） 不熟練小計
注１．前表より作成
２．格差は先山を100としたもの但し（）内は熟練を100と
したもの
２２６ 
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浦
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円
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で
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が
先
山
福
山
急
７
）
の
二
八
円
五
○
銭
で
あ
る
。
こ
う
し
て
熟
練
職
種
の
賃
円
円
円
円
円
、
川
二四円五一銭、運搬夫が二七円八○銭、雑夫が一一二円六○銭、平均で
７
６
５
４
３
２
１
 
０
０
０
０
０
０
０
 
は一一四円一一○銭となっており、両者の格差は熟練職種を一○○とすれば、不熟練職種は六五・六で、一一一割五分近く
の開きがある。
。＝熟練職種の貸金
●＝不熟練職の賃金
(三上･家計調査表より）癖
いるのは、一九ケースあり、それを分析することによって鉱夫賃金の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
承
よ
う
ｃ
大人〃
第三表は鉱夫の個々の賃金を示したものである。鉱夫全体の平均賃
五人〃
四人〃金は、第四表の通り、先山の半月額賃金が一一一七円六三銭、支柱夫は
一二人〃（サンプルが一つで一般的傾向を押し測れないが）一一九円五○銭、職
二人〃工が三七円六二銭で、以上を一応炭砿内の熟練的職種とすれば、その
一人家族平均は三六円八九銭である。それに対して不熟練的職種では、後山が
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第５表福島炭砿の職種別賃金傾向
（大正７，８年頃）
金に上下の幅が著しいのは、色女の理由が考えられるが、．まず第一にあげられるのは、調査時点が好況期であった
こともあるが、先山部門に未経験鉱夫が配置されている、ということであろう。未熟練の先山の出来高賃金が相対
的に低く不熟練職種の賃金水準に接近するのは当然である。
第二の傾向は、熟練職種の場合は、概して必ずしも家族数の噸大に比例して賃金の増加が見られない、というこ
とである。熟練職種の賃金額の大きさは、もっぱら鉱夫の技側に伴う生産性の高さか、それに加えて鉱夫の労働意
「
１
１
「
１
１
…
箸
…
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徳の賃，賃乗うした傾向は、好況期でも不況期
二螂粗”轄酸でも、全体の賃金水準が上下する
１
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錘」け《」内的には存在するというべ
注
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第７表三人就業鉱夫の質金所得 一欝卿一職種｜サ認ル｜氏名｜家族数|半 月分円銭61.30 人井塚今伊中先山〃〃支柱夫
後山
７
６
４
７
６
 
５
６
７
８
９
 
３
３
３
３
３
 
■
■
 
■
■
 
■｜■ 
■
■
 53.50 
64.08 井藤
47.50 
47-70 村
平均賃金は第４表の職種別賃金である注１
月額一六、七円は稼ぐのであり、男の不熟練職種の賃金に接近している。他方選炭
婦の場合などは五円ぐらいである。従って、婦人の賃金も実際には幅があり共稼鉱
夫の賃金所得も当然婦人たちの賃金の大きさにかなり規定されてくる。
たとえば、不熟練職種の二人就業家族の賃金所得から一人就業者の賃金を差引い
て得られた不熟練職種の鉱夫家族の婦人の平均賃金は、一○円四二銭であるが、同
様にして得られた熟練職種の鉱夫家族の婦人の平均賃金は七円一九銭で、三円二一一一
銭の差がある。ということは、不熟練職種の家族の場合は、低い賃金を補うために、
その妻たちが後山労働など厳しい職場でより多く稼いでいる、という』」とを示して
いる。共稼家族の平均賃金三九円六七銭の二割五分を占める妻たちの賃金は、家計
補助的であるには違いないが、それ故に、鉱夫の生活に影響せずにはいないだろ
う。更にこの点を個灸にみてみると、次の点が注目される。もともと婦人坑夫の賃金
に格差があるのだから、より賃金の高い職種につけば、二人就業家族の賃金所得は
増大し、逆であれば、それほど増大しないであろう。かくして第六表のとおり、不
熟練職種の場合にも二人就業家族の賃金所得には、一人就業者の賃金には承られな
かった賃金の上下の幅が若干開いてきている。
一一一上の調査では、三人就業家族が五サンプルあるが、いずれも相対的に貸金所得
が高い。たとえば第七表のように井田は家族数も多いが平均賃金より二四円四一銭
230 
次に鉱夫家族の家計状況を分析して承よう。まず第八表は、’一一上による一一一九家族の家計調査を合計し、鉱夫家族
の平均家計費を算出したものである。平均家族数は四人で、そのうち一・六人が稼働し、二家族のうち一家族は妻
または子供が働いているという状態である。その収入は半月で一一一七円八六銭、支出は、いわゆる実支出として一一一一一
円四六銭、いわゆる実支出以外の支噸）ここでは残高として五円四○銭、そのうち天引貯金の身元積立金が一円六
二銭、純粋の手持残高が一一一円七八銭である。
支出の内訳を承ると、賄となっている食料費が一六円一一一一銭（四九・六影）で一番大きな支出項目で、次に嗜好
れなかったので、金属鉱山の鉱夫にとってふれば、多就業化を前提すれば、炭砿は幾分とも金属山より、より魅力
（８） 
的であったにちがいない。
第８表 福島炭砿鉱夫の平均家計（半月）
（大正７，８年頃）
家族
稼働者
総収
総支
残
内訳儀元：
腹数
者数
又入
上出
高）元積立金｜
残高’
ｺﾞｂｌｌＵＯｍ 
支出内訳
賄
白米
味噌，醤油
魚肉
野菜
噌好品
酒
煙草
茶，菓子，糖
作業用品
被服費
交際費
医療費
雑智
ｎｂｌｌＯＯＩ】
２．３５ 
５．５９ 
１７０ 
８３ 
２．０９ 
４．７７ 
２．１６ 
１．５８ 
７０ 
２．５３ 
７．２ 
１４．１ 
５．２ 
２．５ 
6.4 
14.6 
６．６ 
４．８ 
２．１ 
７．７ 
－
１
■
１
１
１
０
１
Ⅱ
０
日
Ｌ
■
■
Ⅲ
ｉ
ｌ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
ｐ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ｐ
費
費
費
注１・三上『炭坑夫の生活」から算出
２.独身者の鮪の内訳は不明だったが，家族持鉱夫の平均に基づいて算定した
以上のように、炭砿
では、昭和初期まで婦
人労働が禁止されてい
なかったため、妻子の
就業が承られ、多就業
化によれば、賃金所得
の墹大がはかられた、
といえよう。一一の点は
金属鉱山などでは見ら
し多くなっている。
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第９表鉱夫家族の就業人員別収入階層(半月分）
計’耐ii『P5二55天55.5天FF癖１ヵ－６０未'60円以上|小》〃〃
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１
 
５
３
 
１
３
 
〃
〃
〃
人
人
人
勺
上
ワ
ニ
、
。
１ 
１ 
１ 
品四円五九銭（一四・一％）、作業用品四円七七銭（一四・六％）で
ある。この作業用品は、鉱山や炭砿で手廻りの労働手段が、労働者
の自前であったことを示すが、本来資本が負担すべき費用が鉱夫の
（、）
負担になっており、実質的賃金をゑる場（ロはその分を差引いて考え
る必要がある。もっとも炭砿では、住居、光熱費が一般に資本によ
って負担されており、大正八年の月島労働者の家計などと比較して
（ｕ） 
染るとその額は都市労働者の住居、光熱費分に相応するので、実質
的には相殺される。そのほか、被服澱が一一円一六銭、交際費一円五
八銭、医療費七○銭、雑費二円五三銭となっている。
以上の数字だけでは鉱夫の生活実態は少しも明らかにならないの
で、種☆の面からもう少し分析を加えてみよう。
家計費の支出構造は、所得の大きさに依存するので、まず鉱夫の
賃金所得の格差をゑておきたい。第九表によれば、賃金所得の格差
は著しい。すでに賃金のところで分析したように賃金の所得の大き
いのは、熟練鉱夫がより多く稼いでいる場合と多就業化によって鉱
夫家族の所得を増大している場合とである。後者には不熟練職種が
わずかながら含まれているが、なんといっても熟練職種の鉱夫が多
就業化している場合が、とくに所得が多くなっている傾向が目立
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第10表稼働人数別，熟練度別純黒字額
1円未満 ヨ１２円１３－４円１５－６円１７－９円１９円上
1人稼ぎ家族熟
不
３
５
 
2人稼ぎ家族熟
不
２ 
3人稼ぎ家族熟
不
合 二一口 1０ 
つ。しかも、これは必ずしも家族数に比例していないから、家族数が少なくて多
就業化している熟練職種の鉱夫の家計は、著しく恵まれたものとなってくるだろ
う
。そこで次に鉱夫の生活内容に係わる諸点について二、三ふておこう。鉱夫の生
活実態をおし測る一つの目安として収支バランスをみてみよう。鉱夫家計の平均
では、残高が五円四六銭、純黒字は三円七八銭である。好況期の調査のためか、
黒字幅が以外に大きい。第二表のように所得の格差を反映して、個交の家族の黒
字も種々である。平均的純黒字額の一一Ｔ四円が一一一家族、一一円台が六家族、一円台
が七家族、一円未満が一○家族（内赤字家族が四家族）である。逆に九円以上の
黒字が五家族、七’八円台が同じく五家族、五’六円台が三家族で家計支出バラ
ンスから染ても鉱夫の生活は一様ではないようである。
因象に純黒字の大小を、家族数からゑてもとくに注目すべき傾向は歌あたらな
い。家族数の多い場合も少ない場合も、ともに黒字が大い場合と少ない場合が平
均的にみられる。これを熟練度別にゑて承ると、第一○表のように黒字幅が大き
い家族は熟練職種家族に多く、不熟練家族に少ない（この場合は二人就業家族が
多し。逆に黒字の少ない場合にも、やはり熟練職種より不熟練職種家族の場合
が
そ
の
少
な
さ
が
著
し
い
傾
向
が
承
ら
れ
る
。
ついでに赤字家族の事情をみると恥、の後山吉川の場合は、半月額三○円五銭
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一方金廻りの良い鉱夫について三上は、一カ年で「五、六百回を貯蓄し」、「駅前で飲食店を始めた」話とか、家
（Ｍ） 
族持坑夫が「親子四人共稼きで一ヵ年千五、六百回を貯蓄し、：．…村の端れへ家作を一軒造った」話をあげてい
る。川上はこうした話をとりあげた後、「こんなことばかり聞かされると、貧乏者は誰れでも坑夫稼ぎをしようと
（脂）
思
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
ん
な
坑
夫
で
も
そ
ん
な
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
川
上
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
誰
れもが大金を貯めたり、家を建てたりしたわけではないが、しかし一部の鉱夫、熟練鉱夫や多就業家族、しかも禁
欲
的
な
鉱
夫
の
場
合
は
、
そ
う
し
た
傾
向
の
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
友
愛
会
の
磐
城
支
部
の
会
員
の
中
に
商
業
や
（咽）
工
業
の
営
業
家
に
転
業
し
て
い
る
例
が
ふ
ら
れ
る
が
、
そ
の
た
め
の
基
金
は
彼
ら
が
こ
つ
こ
つ
働
い
て
貯
え
た
も
の
に
違
い
な
い
。
さて次に、鉱夫の消費的生活の側面を承てふよう。まずエンゲル係数と食生活の内容をゑてふよう。
エンゲル係数は、必ずしも高い場合が貧困度が大きく低い場合に貧困度が小さいと単純にはいえない。貧しい鉱
夫が食費を切りつめればエンゲル係数は低くなるし、逆に所得の高い鉱夫が食費をはり込めばエンゲル係数は高く
なる。わたくしがエンゲル係数を試算し比較してみたところでは、各家族のエンゲル係数は二○％から七○％に広
がり、種念であったが支出階層別とか熟練度別とかによっては、ほとんどエンゲル係数に特定の片寄りはゑられな
（⑫） 
の一人就業六人家族で、調査時の「會計期は子供の病気で二圓五十銭の医療費」の特別支出のため一円三五銭の赤
字である。叩４の先山浅川の例も同様で、一人就業四人家族であるが、「長男の病気で医療費と雑費へ余分にかか
（、）
っ
た
の
で
不
足
に
な
っ
た
」
、
と
い
う
よ
う
に
、
概
し
て
家
族
の
病
気
な
ど
特
別
の
支
出
や
稼
働
者
倉
口
身
の
就
業
日
数
減
な
ど
に
ょ
っ
なる。‘
がり、》
かつた。
て赤字となった。
鉱夫の食生活の内容は、具体的には全く明らかにされないが、若干の傾向を分析して象たい。独身者については
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副食の面は、平均家計費では野菜類と魚肉類がそれぞれ一日一五銭相当の支出がみられている。そのうち注目す
べきは、魚肉類の支出である。第二表は、炭砿の販売所で売られている食料品の価格であるが、右の支出から推
測すれば、四人家族で牛肉缶詰は一一日に一ヶ、又は鮭缶の場合は一一一日に一ケ買うことのできる（一人三銭七厘の支
口
１
口
１
１
「
■
１
１
１
…
…
…
…
曇
銭
鰄一鋼躯酬職鰯噸露哩””蝿鋼鯛鋼鏑躯”｜支出が多くなってくる．たとえば噸５の先山三
蹄｜研研研軒填斫覇〃〃埣埣睦蠣〃〃”四八円一五銭で高賃金層に属しており、魚肉の
本
支出が、三人家族で一日二一一一銭（一人七銭七厘）
睦一釧利劃ｌ刺Ⅶ油噛１１１柵鯏馴町制割列叫ｌ制Ｉ綿到Ⅲ川一で、平均の倍の支出である。同じ例は、恥６、
第一帖門川Ｉ憾岼１膳ｌ帷Ⅲ１１峰悴伍「悶叫似關ルトト庁」恰縢卜鰹「’一一一上の調査表では嗜好品とされている酒代も
茶
正
正
一
肉
一
昭
、
躯
、
釦
の
サ
ン
プ
ル
に
も
承
ら
れ
る
。
ことになる。一人一く
いたと承てよかろう。
家族持鉱夫の食生活は、食費の面から抽象的にしかわり出せない。さきの鉱夫の平均家計費をゑると、四人家族
で米代は九円四一一一銭だから一日平均六一一銭となり、会社が廉売する定米が一升三○銭だったから、一一升近く買った
ことになる。一人一食一合七勺食べていることになる。主食の面から承れば、働いている限り、ある程度充きれて
前節で簡単にふれた通り、
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
壕
て食べたようである。 た通り、飯場での賄感一日七台の飯と沢庵と味噌汁だけであり、時には焼肴や肉なども出され
それに加え、「飯場の賄だけでは身体がやりきれない一といって鉱夫は自前で缶詰や塩鱒を買っ
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注目されるところである。平均では一日二銭の出費である。価格表によれば、清酒が並で一升七○銭、ごＩルー
本一一一一一一銭であるから、清酒は一日一合五勺、ビールならば三日に一本の割になる。もっとも酒代の支出は不均等で
下戸が二人もいるから、それを除けば、｜日当二合近くなる。たとえば独身鉱夫の先山石井（恥８）は、賃金も
高いが、支出の二○％を飲んでしまう。しかし概してつつましやかであり大酒飲のケースは、数人にすぎない。
次に被服費であるが、一年間の費用を単純推計してふると、平均家計費水準によると一人一二円九六銭になる。
これをもとに第一二表の衣料品の価格によって、年間の衣料品購買量を染て糸ると、紺耕が一一一・六反近く買える。
紺耕の着物一着分に、靴下手套その他の小物衣料品など相当に買える。大正期の鉱夫の衣服生活は、著しく改善さ
れてきていると梁られる。確かに坑内では地熱の関係もあって、素裸に近い状態で働いており、主ともな衣服をま
と
わ
な
い
。
し
か
し
、
坑
外
で
は
、
そ
れ
相
応
の
衣
服
を
着
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（〃）
川上によれば、独身坑夫のなかには「ピヵノ～した夏羽織を着たり、二頭マントなど引掛けて」いたのである。
筑豊の古老の山本作兵衛さんの画集では、筑豊の大正時代の一服装、ネルのシャツ、袷、紺のアシと、「将校マン
（昭）
トは明治末から大正初期ヤマにはあまり流行せず（夏は浴衣）」と記している。大正中期の坑夫の一つの典型的な
（四）
服装は、ネルの二重・まわしに山高帽というしゃれたいでたちであった。常磐でもそうした傾向にあったものと恩わ
れる。次に医療費であるが、半月で七○銭は意外に少ない。しかしこれは、三上も詳しく記述しているが、大正五年か
ら施行されている鉱夫労役扶助規則によって、公傷についてば資本が費用負担するようになっているためである。
国家の鉱夫政策および資本の独自の労務管理策については次稿でふれるのでこの点は立入らないでおこう。
雑費の支出に関連して、三上による興味深い資料をかかげておこう。彼によると、福島炭砿の鉱夫二○○○人中、
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第12表衣料・履物類の価格表これまで、飯場制度下の鉱夫の家計をゑてきたが、好況期の影響もあってか、概してゆとりが感じられる。しか
し、内部的には所得格差が著しく、生活の困窮度も鉱夫の熟練、所得、稼働人員、家族数などの事情によってかな
り異なっていることがわかる。
以上のように、福島炭砿における飯場制度の構造を分析したが、それによって明らかにされる点は、第一に、歴
史的な関連で柔れぱ、わたくしが分析した高島炭坑における明治中期の納屋制度と較べると、その機能が著しく弱
化している、ということである。その原因は、主として労働市場の変化にあるが、この点は次稿で分析したい。し
かし、大正期にこうした制度がまだかなり存在したことについては、その原因が明らかにされなければならない。
この点も次稿で詳しく分析したいが、さしあたり、一般的にはわが国の労働市場の確立の不十分さ（農民層分解の
０
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新聞の講読者数は六五九人で約三割近くに及んでい
る。婦人雑誌や「実業の日本』なども七、八部入っ
ており、「又労働運動に関した雑誌類も五六部はあ
（鋤）
るやうだ」。講談本もよく読孝←れている由である。
囚
象
に
、
鉱
夫
二
○
○
○
人
中
、
中
学
卒
業
者
男
六
人
、
同
中退男二七人、小学卒男二五○人、女一四－五人、
同中退者男一二○’三○人、女七’八人、不就学者
（加）
男
女
二
○
○
人
ず
つ
で
、
必
ず
し
も
教
育
水
準
は
高
く
な
い
が
、
し
か
し
、
新
聞
等
の
講
読
者
が
意
外
に
多
い
の
が
注
目
される。
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、
、
不徹底と好況期の労働力不足）と採炭機構の手労働性、分散性などであ』叩／、特殊的には、資本の経営能力の未蓄積
や労働者支配方法の前近代性などであると指摘しておきたい。
第一一一に、飯場制度は、本質的に納屋制度と同一であり、形態的にも福島炭砿の場合はほとんど類似している、と
いうことである。それは、飯場制度の典型は、常磐地方では、世帯持鉱夫をも包摂しており、一部の論者の主張す
る
よ
う
に
、
単
身
者
の
合
宿
所
だ
け
の
調
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
四
に
、
飯
場
制
度
は
、
明
治
の
納
屋
制
度
で
さ
え
、
資
本
主
義
的
制
度
で
あ
り
、
封
建
制
度
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
な
か
っ
た
よ
うに、資本主義の特殊な労働制度である、ということであるが、福島炭砿における飯場制度は、その相対的独自性
が弱められて、資本の鉱夫支配統括の補足的制度となってきており、本質的に資本主義的労働制度としての飯場制
度
は
、
現
象
的
形
態
に
お
い
て
も
よ
り
資
本
主
義
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（・上）
（ワ］）
グー、／■、ノー、′~、／■、／■、
８７６５４３ 
、＿’、､ノミーノ、－'ﾐーノミーノ
「生活』、六七頁。
川
上
の
著
懸
で
は
調
査
結
果
は
各
家
族
ご
と
に
記
峨
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
一
覧
表
に
し
て
示
し
て
お
こ
う
。
な
お
大
正
期
の
家
計
調
査
と
い
え
ば
、
高
野
岩
三
郎
の
『
月
島
労
働
者
の
家
計
調
査
』
（
大
正
七
年
）
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
が
、
三
上
の
家
計
調
査
は
そ
れ
に
匹
敵
す
る
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
更
に
、
鉱
夫
の
家
計
調
査
と
し
て
は
わ
が
国
で
最
初
の
も
の
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
鉱業統計、労働統計を象よ・
社会局「炭砿鍍夫家計調査・一（大正一四年乃至六月施行）を参照。
この点の検討を含め、福島炭砿の賃金と他炭砿、他地域、他産業との比較は、次稿で行いたいのでここでは省く。
「生活』、七六声
同上、六七頁。
同上、九七頁。
鉱業統計、労“
「生活』、
七六頁。
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大
正
期
の
常
磐
地
方
に
お
け
る
飯
場
制
度
の
構
造
を
福
島
炭
砿
に
お
け
る
事
例
を
基
に
分
析
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
更
に好間炭砿の事例によってそれを補足したい。好間炭砿の飯場制度は、福島炭砿の飯場制度の形態が九州の納屋制
度
型
で
あ
る
の
に
対
し
て
関
東
以
北
に
多
い
金
属
鉱
山
に
お
け
る
飯
場
制
度
型
に
類
似
し
て
い
る
点
で
対
照
的
で
あ
る
、
第
二
節
大
正
中
期
の
好
間
炭
砿
に
お
け
る
飯
場
制
度
の
構
造
／角、〆へ'－，ノム、／~、戸、〆凸、グー、７戸、グー、／白、
２１２０１９１８１７１６１５１４１３１２１１ 
、-ノミーノ、ゴノ、､ノ、－’ﾐーノ～’～ノミーノミーノミーノ
（９）川上によればや二ヶ月男十六銭、女八銭を半月毎に分割徴収」される「共済會費のような強制徴収されるものは便宜
上収支計算から控除した」（『生活」、七二頁）のであるが、ここに作成した表も川上に順じた。
（、）手廻りの労働手段が労働者の負担であるということは、生産関係の古さ（独立手工業者のもっていたような古さ）を反
映
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
本
質
は
、
一
部
の
人
が
考
え
て
い
る
よ
う
に
封
建
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
資
本
が
本
来
目
ら
負
担
す
べ
き労働手段の一部を労働者に負担させることによって、労働手段の浪費を避けたり節約するための合理化手段であるとい
う
こ
と
で
あ
る
。
山本作兵衛「画文集炭鉱に生きる．』（講談社）、六四頁。
朝日新聞西部本社編『石炭史話」（縦光社）、二七○頁の写真を参照。
『生活』、一三一一一頁。
同上、一三○’一頁。
『産業と労働」、一
『生活』、六五頁。
同上、六五’六頁。
森
喜
一
『
日
一
『生活』、七八言
同上、八九頁。
同上、六六頁。 『日本労働者階級状態史」、二七○頁参照。
七八頁。大正四年六月号、六一一一頁、同七月号、六三頁。
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吉田によれば、好間炭砿の鉱夫数は、総数一一二五六人であり、そのうち飯場制度の下に統括されているもの二一一一
（刊）
一一一九人（七四・一％）である。その内訳は、第一三表のとおり、職種別に糸ると、飯場制度のもとにあるのは、先
山、後山、支柱夫、車夫、雑夫であり、直轄に属しているのは、機械夫、運転夫、電気夫、線路夫、通気夫などの
機械関連部門と、大工、工作夫の間接工作部門と撰炭夫や使夫などある。好間炭砿では、明治末年に飯場制度の下
（４） 
に
あ
る
鉱
夫
の
割
合
が
九
二
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
若
干
間
接
部
門
に
直
轄
制
度
の
比
重
が
増
え
て
い
る
が
、
ま
だ
依
然
，
こ
し
て
採
炭
部
門
を
中
心
に
圧
倒
的
な
鉱
夫
が
飯
場
制
度
の
下
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
？
期
に
は
中
炭
砿
に
転
落
し
た
。
（１） 
こ
れ
か
ら
分
析
す
る
吉
田
英
雄
『
日
稼
哀
話
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
飯
場
制
度
の
資
料
は
、
士
ロ
田
の
記
述
で
は
時
期
が
明
ら
か
に
さ
れていないが、資料の示す鉱夫総数一一二五六人から判定すれば少なくとも好況期の大正六年から一二年頃のものと
第13表好間炭坑の制度別職種柵成
（大正中期）（２） 
思われる。 人 ％ ｜
先
後
支
車
雑
Ｉ
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合
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100.0 計’３， 156 
よ
頭
好
間
炭
砿
は
、
明
治
三
九
年
に
白
頁
は
再鉾井遠平によってて起業され、大
皿識詮正四年に古河鉱業に買収ざれ戦
霊嘩壷後スクラップされるまで存続し
艫但歓た炭砿である。古河好間炭砿も
跡紘繩第一次大戦のブームに乗って大
吉りの炭砿になったが、戦後不況下で
注
は
不
振
で
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
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lji鍵邊窺馨覺蔀蛎維総璽灘雑俊鯆職れ四柱がて別制の夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫工
雪計溌濡腱震灘薔圃｢日鐵虞話｣200-項より
重電筌緩￥瞥鰈寛二蘋世雛藥険
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吉田によれば、
如
き
も
の
で
あ
る
。
（８） 
属部下を支配」していることになる。
さて次に具体的に飯場制度の内的構造についてみたいわけであるが、この点では吉田はきわめてあいまいな記述
をしている。その根拠はやはり金属鉱山におけるような雇用形態の複雑さにある。
このような複雑な一雇用形態は、金属鉱山の影響であると指摘したが、それも古河鉱業の主力鉱山の足尾銅山の雇
用形態に類似している点が留意されなければならない。友子制度を媒介に、常磐に近い足尾銅山の鉱夫が、明治期
にすでに常磐地方の炭砿に流入したと思われるが、更に大正四年に好間炭砿が古河鉱業の所有に帰したことは、こ
の傾向を促進したものと思われる。因承に『鉱夫調査概要」によれば、明治末年の足尾銅山には、中間職制に、
「飯場頭」としての「頭役」、「飯場頭」、「請負一一係ル車夫手子一一限り所属トス」「組頭」、「本番賃金ヲ受ケ鉱夫卜同（９） 
シク交替入坑シテ坑内作業ノ取締ヲ為ス」「夫頭」が職かれており、更に一類鉱夫が直鰭で二類鉱夫が受講制度の
下にある。好間炭砿の雇用形態は、形態上では足尾銅山と完全に類似しており、足尾銅山からの移入を示すが、内
容上では必ずしも一致していない。それは、炭坑と銅山とでは労働様式が類似しているとはいえ可成り異なるため
である。それでも両者の類似点を考慮すると吉田の記述の不明瞭さを若干カバーできる点ｊもある。
では、飯場制度の具体的な内的構造をみてみよう。一類夫で夫頭の下にある職工の類が直轄雇用で、ほぼ全面的
（、）
に直接資本に指揮され統括されていたこし」は間違いない。しかし、夫頭の下に所属する一部の採炭夫、撰炭夫、雑
夫、使夫がどのような関係にあったかは問題である。
（ｕ） 
（⑫） 
吉田によれば、夫頭は「四八」名おり、それは二極に分かれる。二名の夫頭は「採炭夫頭」で、その機能は次の
「｜、
所
属
坑
夫
の
信
用
監
督
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二、公傷共済に関する世話
三、其他作業及日常生活上の世話
四、常に五十人以上の坑夫を集配する事
五、會社の命令に依り坑夫を募集する事
（皿）
（募集手当一人当り金十圏）｜
これによれば、夫頭の機能は、まず第一に坑夫の募集であり、第二に、作業上の世話であり、第一一一に日常的な諸
女の世話である。もっともこれらの機能がどの程度のものであったかによって、その意味も異なるが、納屋付でな
い限りにおいて典型的な飯場制度の外にあったとみてよかろうこしかし「採炭夫頭の報酬は、賃銀一日一回四十五
、
、
、
（ｕ） 
銭に手当金三十五銭と、所属坑夫の繰込料（就業手当）一人に就き金五銭宛を絵せられ」（傍点引用者）点からゑ
てもわかるように、事実上採炭夫頭は、飯場頭の立場に近いことがわかる。
これに対して残りの四六人の夫頭の性格はかなり明確である。吉田によれば「其他の四十六夫頭は一般直轄坑夫
（通）
の作業取締の任に当る」のであって、さきの採炭夫頭と明確に区別されている。彼の収入は、採炭夫頭と同様に
（肥）
、
、
、
、
「賃銀一日一回四十五銭」に「一一一十五銭の手当等を支給されるばかりで」、所属坑夫の繰込料がない。この点で、一
般の夫頭はもはや純粋の下級管理的労働者にほかならない。彼らは約一○人近く手下の鉱夫を従え、資本の命令に
従って「作業取締」を実施するのであって、ここには資本の機能を請負って代行する関係はない。因みに足尾銅山
（灯）
の夫頭も「本番賃金ヲ受ケ鉱夫ト同シク交替入坑シテ役員ヲ補助シテ坑内作業ノ取締ヲ為ス」のであって、中間請
負人というより、資本の直接的な下級管理職そのものである。この面からゑても、一般に夫頭制度は、本来的な
飯場制度の解体過程にある過渡形態か残映であるように思われる。好間炭砿における夫頭制度も採炭夫頭が前者で
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，第14表飯場頭の手数料率
就職率|第１第４抗|堅坑礒柱夫答｜鮒 考
６銭５厘Ｉ－
７銭５厘４銭５厘
％
％
％
％
％
 
５
５
０
５
０
 
５
６
７
７
８
 
４銭５厘 歩金は就業率百分の１以’８銭５厘 5銭５厘 上0.1厘の割合を以て支
給し車夫撰炭夫の歩金は
坑夫に準じて給与す
５銭５厘
６銭５厘85％ 
６銭５厘90％ 
７銭５厘95％ 
100％ ７銭５厘
注『日稼哀話１２０１頁より
一般の夫頭が後者であるように思われる。
二
類
夫
は
組
頭
の
下
に
統
括
さ
れ
る
が
、
吉
田
に
よ
れ
ば
、
車
夫
と
雑
夫
か
ら
な
る
納
屋
付
の
鉱
夫
で
あ
り
、
飯
場
制
度
の
下
に
あ
る
。
二
類
夫
は
、
一
坑
に
九
七
人
、
竪
坑
に
四
二
人
し
か
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
の
組
頭
が
い
た
に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う。一類夫を統括する頭役は、足尾銅山では「飯場頭」とも呼ばれてい
る
が
、
吉
田
は
、
そ
の
点
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
記
述
の
一
二
ア
ソ
ス
か
ら
す
る
と
頭
役
と
組
頭
が
、
飯
場
を
組
織
し
、
飯
場
頭
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
わ
た
く
し
も
そ
の
よ
う
に
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
組
頭
制
と
頭
役
制
は
、
好
間炭砿における飯場制度の二つの類型であったと考えられる。
吉田によれば、「一類夫は主として請負（ワシ．〈力）に従事し、二類夫
（巧）
は
常
に
雑
用
（
ホ
ン
パ
ン
）
坑
夫
で
あ
る
」
と
し
、
飯
場
頭
の
収
入
を
あ
げ
て
い
る。すなわち飯場頭に対して一「會社は其の所属夫夫百人以上の者に対し
毎月五十回を二回に分給するの外、百人迄は一一一十園、百人迄は一一一十回、
百
人
以
上
一
人
を
超
過
す
る
毎
に
一
人
当
り
一
ヵ
月
金
六
十
銭
の
入
坑
奨
励
金
を
与
へ、また坑夫の就業率に応じ（公傷共済を受けたる者、若しくは患者を
（⑬） 
除く）左記歩合金を支給して手数料（マタマ割）に代塵えて居る」。この
「歩金」の支払方法は第一四表の通りである。
吉
田
の
記
述
は
不
明
確
で
あ
る
が
、
次
の
事
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
所
属
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第３図 夫頭についてと違って、吉田は頭役、組頭の機能を明記していないが、一般に、鉱夫の募集、作業の指揮、取締、
更に飯場経営を行ったものと推測される。吉田の鉱夫数の内訳腫は「頭役及び人繰六八一人となっており、飯場頭
Ⅱ頭役とすれば、頭役は一一割だ程度であり残りの五五人は人繰であったと思われる。それらの人繰は一人の飯場頭
に、約一一一、四人が付属して飯場頭人繰ラインを成していたと思われる。このラインを通じて飯場制度が機能したの
であるが、飯場経営については次の点が注目される。
吉田によれば「好間炭坑東山飯場では左図の如くであって、元飯場は間口十二間奥行四間の堂☆たる建物で五
一利一一ｌ「「「「｜コーコー「ｌ｜知性個艘燗霊蕊騨揃鶉
０戈肘一ぢと区域てぃ五五％の就業率の坑夫には一人当り一日六銭五厘の手数料が飯場頭に支払われる。
たとえば所属鉱夫一○○人の飯場頭は、一ヵ月に五十円の固定給をもらうとともに、平均五五％の就業
ぱ、一ヵ月一一○日の就業であるから八銭五厘×一○○人×一一○日Ⅱ八五円二○銭の手数料をもらうこと』
計の収入が一一一一五円一一○銭となる。採炭夫頭の収入水準とほぼ同じである。因承に、先山の平均月賃金、
銭の一一一倍である。
鉱夫の一ヵ月の就職率に応じて左記のような、より多く就業させた場合により多くの手当となるような格差を設け、
例えば一坑と四坑では五五％の就業率の坑夫には一人当り一日六銭五厘の手数料が飯場頭に支払われる。かくして、
たとえば所属鉱夫一○○人の飯場頭は、一ヵ月に五十円の固定給をもらうとともに、平均五五％の就業率であれ
ば、一ヵ月一一○日の就業であるから八銭五厘×一○○人×一一○日Ⅱ八五円二○銭の手数料をもらうことになる。合
計の収入が一一一一五円一一○銭となる。採炭夫頭の収入水準とほぼ同じである。因承に、先山の平均月賃金四○円六○
飯 場 目
二
□
「
噸
裡
蕊
騨
塞
納
屋
紬
量
調居る。そして配遇者を持つ坑夫（組下）は前
納
屋
納
屋
鐘図のやうな五戸建の新築総瓦葺長屋、二戸当
輝図のやぅな五戸建の新築総瓦葺長屋、一戸当
旧りり六畳乃至二畳の二間を無料にて貸与し、号
注令一下一の番一一の番一一一の番と、各順番に就業
」２
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（幻）
が容易に山山来る様になって居る」。
好間炭砿においても、大正中期にまだ世帯持鉱夫が飯場制度の下に総括されており、飯場制度が決して単身者の
承の制度でない事が、ここでも確認される。しかしこの飯場経営においても、単身者には賭が行われているがすで
に福島炭砿において、大正七年七月から廃止された食料その他の日用品の仕送制は存在しない。「共済倉、購買組
（型）
台等」が、「其の中日用ロ叩の実費頒売」を行っている。米の頒布方法は、「定米と称して、就業者には一升二十五
（泌）
銭の割くロで提供し休業者には原価にて販売する方法」がとられ直接炭砿資本によって就業督励の手段になってい
る
。
こ
の
点
で
は
飯
場
制
度
の
機
能
が
著
し
く
後
退
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
賃金は一「倉社より直接に授与することなく、組頭、組役（頭役の誤植？）、夫頭等の手を経て支払ふのであるが、
（型）
掲一不になって張出してある」ので、飯場頭等のごまかしは難しいようだ。
坑内での飯場頭等の監督機能は、どれほどか明らかではないが、就業率に応じて手当が支払われている一」とは、
就業の督励が飯場頭等の重要な仕事であったことを示す。
以上、限られた資料によって、好間炭砿の飯場制度をゑたわけであるが、外部的には金属鉱山の飯場制度の影響
で複雑であるが内部構造においては、ほぼ福島炭砿における場合に近かったように思われる。従って、好間炭砿に
おける飯場制度の詳しい構造は、福島炭砿のそれによって伺い知ることができる。こうして、われわれは大正期の
常
磐
地
方
に
お
け
る
飯
場
制
度
の
全
体
像
に
若
干
近
づ
い
た
と
い
え
よ
う
。
（１）吉田英雄『日稼哀話」（昭和四年）。以下『哀話』と略す。本書は大正昭和の労働問題、特に労働市場の実態分析として
興味深いが、飯場制度について古河好間炭砿を分析している。しかし、行論で明らかにされるが、必ずしも好間炭砿の飯
場制度の実態を十分に明らかにしえていない。資料的に不備が目立ち、筆者自身実態をどの程度正確に把握していたのか
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⑮）同上、二○二頁。
Ｂ）同上、二○二頁。
、）同上、二○二頁。
（９）『鉱夫調査概要」、九四’五頁。
ｂ
、
ｂ
（、）但し、単身者の職工合宿所が飯場制度的であったか明らかではないが、飯場制度の必然性の面からゑるとそうでなかっ
たと承て大過ないだろう。
Ｂ）『哀話』、二○八頁。
（５）『哀話』、
（６）同上、一
（７）同上、一
（８）同上、一
疑問の点も少なくない。しかし、今のところこれに代る資料がえられないので、吉田の資料に基づいて好間炭砿の飯場制
度の実態の一端を分析したいと思う。
（２）ところが、間宏氏の『日本労務管理史研究』（六三四頁）では、吉田の資料を「昭和初」のものと象なしているが、根
、
、
、
拠が示されていない。おそらく「日稼哀話』が昭和四年に出版された』」とからの推断であろうがその頃の鉱夫は、六○○
人にすぎないのだから昭和初とするのは誤りである。しかも間氏のその推断に従うと、古河好間炭砿では、昭和三年に飯
場制度が全盛であったという結論（同書、六一一一一一一’四頁）になる。これは誤りでむしろ次稿でふるように飯場制度は戦後
不況下の過程で解体されていったのである。
（３）ところが、吉田は別の個所では、飯場に属している坑夫が「二千六百五十人」である（『哀話」、二○○頁）と主張し一一一
一一○人近くの数にずれが承られる。更に飯場制度の構造についての記述のところでは、車夫や雑夫が直轄夫とされている
のに、鉱夫数の内訳のところではすべて飯場制度の下に入れられているから、飯場制度の下にいる鉱夫の率はもっと減少
するかも知れぬ。
（４）拙稿「常磐地方における飯場制度の成立過程」『経済志林」四二の四
二二二、
８８８充
頁頁頁九
・・゜夏
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付愈亀晶ａ品⑯ａＢＢ冠
､.’、.’、.ノ､ソ、-ノ、.'、.’ミーノ、.ノ、.’本稿の作成にあたって昭和四九年度法政大学特別研究助成金の交付を受けたことを記して鮪く。
同上、二○二頁。
同上、二○二頁。
『鉱夫調査概要』、
室暴話』、二○三
同上、二○一頁。
『哀話』、二○三蕾
同上、二○三頁。
同上、二○三頁。
同上、二○五頁。
記 さきに熟た組頭二人が飯場頭であったとすれば、頭役は一三人となる。
『哀話』、二○三頁。
些概要』、九四頁。
二○一頁。
